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柏崎平野北部に位置する柏崎市西山町坂田地区は、曾地丘陵から流れ出す坂田川

を挟んで水田が広がる稲作地帯です。また、西山町地域で最も多くの戸数を誇る大

きな集落でもあります。この地区では、多くの遺跡の発掘調査を行い、様々な成果

をあげています。弥生時代の大型のヒスイ製勾玉も、この坂田地区内の坪之内遺跡

で発見されました。

坂田遺跡は、この地区のほぼ中心に位置し、古くからその存在が知られ、弥生時

代から中近世まで、様々な時代の遺物が見つかっています。この遺跡では、平成17

年度にほ場整備事業に伴う発掘調査が行われ、大きな成果をあげています。今回の

発掘調査は、市道柏崎杉本線の道路改良工事に伴うもので、遺跡の南端にあたる部

分を調査しました。調査の結果、平安時代の大きな溝から文字が書かれた墨書土器

が多量に出土しました。この他にも、建物跡や井戸跡などが見つかり、平安時代・

中世の集落跡の一端を垣間見ることができました。

本調査は、広大な遺跡のほんの一部に過ぎませんが、このような発掘資料の積み

重ねが、地域の歴史や文化の解明をしていくために欠かせません。調査の成果を本

書により報告することで、郷土に対する興味や愛着がわくことの一助となり、文化

財保護に対する認識を深めていただければ、 この上ない幸いであります。

最後になりましたが、この度の発掘調査が無事終了できたことは、ひとえに地元

坂田地区の皆様と、事業主体であります柏崎市都市整備部のご理解とご協力の賜と

思っております。また、調査に参加していただきました作業員の皆様、本事業に格

別なるご助力とご配慮を頂いた新潟県教育委員会の各位に対し、ここに深甚なる謝

意を表する次第であります。

平成21年3月

柏崎市教育委員会

教育長小林和徳
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1.本報告書は、新潟県柏崎市西山町坂EEi字瀬戸・蓬田・下沢田地内に所在する坂田追跡の発掘調査

記録である。

2.発掘調査の原因となった事業は、交通通信施設市道柏崎杉本線整備事業であり、柏崎市都市整備

部都市挫備課の依頼を受け、柏崎市教育委員会が主体となって発掘調査を実施した。

3.発掘調査は平成20年4月8日から平成20年6月12日まで実施した。整理 ・報告害作成作業は｀柏

崎市西山町西山の柏崎市遺跡考古館西山賂理室にて、現場作業に引き続き実施した。

4.発掘調査で出土した迪物及び調査の過程で作成した記録類（図面・写真類）は、すべて一括し、柏

崎市辿跡考古館で保管・管理している。

5.出土遺物の注記については、坂田遺跡の略号として「SKT」を用い、調査区名、遺構名や層序など

を併記した。

6.本報告書は調査担当の中島の指示のもと、調査員の室星が中心となり作成した。本文の執筆は中島・

伊藤・室星が下記の通り分担して行い、編集は中島が担当した。なお、第V章第1節は柏崎市遺跡

考古館品田高志氏とともに、検討を重ねた。

第 I 章•第 II 章•第V章第 2 節 1 、 3、第3節・写真図版・・・…………………中島義人

第皿章•第IV章•第V章第 1 節 ・ 追構属性表・追物観察表・図面医版
........................室星尚史

第V章第2節2.................................................................................伊藤啓雄

7.本書掲載の図面類の方位はすべて真北である。磁北は真北から西偏約7度である。

8.発掘調査から本報告書作成に至るまで、事業主体者である柏崎市都市賂備部都市整備課及び、地

元坂田地区の関係者等から様々なご理解とご協力を賜った。記して厚く御礼申し上げる次第である。

石橋夏樹垣内光次郎阪田友子品田高志田中亨鳴海忠夫 ニノ宮吉栄

新潟県教育委員会文化行政課 柏崎市都市整備部都市整備課（五十音順）

調 査体 制

調査主体柏崎市教育委員会（教育長 小林和徳）

総 括遠山和博（教育総務課長）

管理・庶務末崎章（教育総務課埋蔵文化財係長）

調査担当 中島義人（教育総務課埋蔵文化財係主査・学芸員）

調査員室星尚史（教育総務課埋蔵文化財係準職員）

発掘作業員 押見久美子・加藤留美子・斉藤幸次 • 田中由昭•長谷川孝志・星野夏江

牧修 ・牧和子・牧由利子・若林敏美

整理作業員 池田文江・稲原真弓 ・白川智恵・新野直美・西谷良子・西村敦子・森広美

山岸サチ子 ・山崎和子
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I 調査に至る経緯

坂田造跡は、柏崎市西山町坂田字蓬田・瀬戸・下沢田に所在する。追跡は、別山川支流の坂田川左

岸の河岸段丘上から曾地丘陵西側に伸びる浄土山の裾に至る沖積地にかけて、東西300m、南北780m

に広がりを見せる。現況の標高は、24mから27mほどである。

坂田遺跡の存在は古くから知られており、須恵器・土師器・珠洲焼・弥生土器などが採集されてい

たが、本格的な調査などは行われたことがなかった。鳴海忠夫氏は、坂田集落センターの西側に隣接

する畑地の地割と、採集された中世遺物の詳細な検討から、この地に中世の館が存在したものと考察

した（鳴海1992)。坂田遺跡で本格的な調査が行われたのは、この地区で県営のほ場整備事業が計画さ

れたことが契機であり、平成16年度から坂田追跡を始め、周辺の広い範囲で試掘 ・確認調査を行った。

この調査により、部分的にではあるが、坂田追跡における迫構・遺物の分布を把握することができた。

出士した迫物は、古代・中世に属するものが多く、大型の溝や土坑、ピットなどの遺構が検出された。

遺跡の範囲は当初想定されたものより南側に広がることも判明した。この調査結果を受けて、 一部で

記録保存のための発掘調査が行われた（柏崎市教育委員会2007)。

市道柏崎杉本線は、坂田迫跡南辺の浄士山の裾を縫うように走り、坂田地区の東西を結ぶ路線である。

沿線には民家が多く建ち並び、児童•生徒の通学路として、また、集会所への往来等にも用いられる ·

重要な生活路線として利用されている。しかし、道幅が狭くカーブがきついことから見通しが悪く、

安全確保のための道路改良が強く望まれていた。そこで、過疎地域自立促進計画に基づき、過疎対策

事業として道路改良が平成17年度から行われることになった。この改良工事は道路を北側の水田内に

拡幅するものであった。この拡幅範囲の一部は、ほ場整備事業に伴う発掘調査区に隣接するもので、

遺構の広がりが確認されている。このため、柏崎市教育委員会は工事の担当部署である柏崎市都市撒

備部都市整備課と遣跡の取り扱いについて協議を行った。この結果、道路拡幅範囲が坂田追跡に及ぶ

部分については、現状保存は困難なため、記録保存のために発掘調査を行うこととなった。調査対象

範囲の工事は平成20年度に行う計画のため、発掘調査は平成19年度の後半に行うこととした。しかし、

平成19年 7月16日に発生した新潟県中越沖地裳により、柏崎市教育委員会が手がけていた他の事業の

進行に大幅な変更が生じ、発掘調査に着手することができなくなった。そのため、担当課と協議し、

当該区間の工事着工前の平成20年度に調査を行うことで了解を得ることができた。

文化財保護法に伴う適知等は、第94条第 1項の規定による埋蔵文化財発掘の通知を平成17年11月30

日付都第252号で柏崎市長が新潟県教育長へ、第99条の規定による発掘調査に着手する旨の報告を平成

20年4月4日付け教総第503号で新潟県教育長に行った。坂田遺跡発掘調査は平成20年4月8日から開

始し、平成20年6月12日に現場作業を完了した。整理作業及び報告書作成業務は引き続き行った。
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II 遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と地理的環境

柏崎平野概観 柏崎平野は新潟県のほぼ中央に位置し、鯖石川と鵜）IIの主要河川により形成された

臨海沖積平野である。平野の周囲は東頸城丘陵の一部に囲まれ、信濃）II水系の新潟平野、関川水系の

頸城平野とは隔てられる。鯖石川と鵜川は米山・ 黒姫山 ・八石山の刈羽三山に源を発し、平野を三分

するように西へ流れて日本海に至る。坂田遺跡が所在する柏崎平野北部の沖積地は、別山川沿いに形

成される。別山川は柏崎市西山町別山字甲戸の岡鮫沢（おかばにざわ）に源を発して、旧西山町と刈

羽村を縦貫するように南西方向に向かって流れて、鯖石川に合流する。別山）IIの東側は東頸城丘陵に

連なる曾地丘陵が、西側には荒浜砂丘に端を発する西山丘陵が並走する。この両丘陵は、摺曲構造が

発達し 、 その背斜軸に沿って吉井・西山•関原などの油田やガス田が形成される。別山川下流域では

沖積地が比較的広く形成されるが、上流に近づくにつれて西山丘陵と曾地丘陵の間が狭まり、独立し

た段丘が数多く形成されることにより、平地は著しく狭くなる。両丘陵には樹枝状の谷が数多く形成

される。

坂田地区と坂田遺跡周辺の地形 柏崎市西山町坂田は、別山川の支流の一つである坂田川を挟んで

位置する。坂田川は曾地丘陵の地蔵峠

付近に源を発し、丘陵裾に樹枝状の狭

い開析谷を形成し、西山町五日市地内

で別山川に合流する。坂田川の両側に

は曾地丘陵から伸びる低位丘陵と独立

した段丘が点在し、その間を縫うよう

に沖租地と河岸段丘が形成される。坂

田追跡は坂田川左岸の河岸段丘上の字

下沢田・瀬戸・蓬田に広がる。追跡の

南側は曾地丘陵から伸びる浄土山と呼

ばれる小高い丘に接する。遺跡の現況

は水田や畑が大部分であり、一部は東

側の宅地に広がる。平成17年度から開

始された県営ほ場整備事業に伴い、一

部で発掘調査を行った（柏崎市教育委

員会ほか2007)。今回の調査地点は迫

跡の西南端に位置し、ほ場整備事業に

伴う調査における 2区に隣接する。

R 凸

こl神靖＊ 亡l砂丘亡］j•I膚叫コ中・紐叫コに出，膚9國l諜mIiM■i,温u上9

第1図 柏崎平野の地形分類図と坂田遺跡の位置
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2 歴史的環境

縄文時代～古墳時代

別山川上流域では、縄文時代前期前葉以降、砂丘上や独立段丘上などで集落遺跡が見つかっているが、

沖積地では明確な集落の痕跡は認められない。弥生時代中期以降、別山川流域の沖積地において追跡

が多く分布するようになる。下谷地遣跡を始めとした吉井迎跡群は、別山）ll下流域の丘陵から離れた

沖積地中央部に位置する。弥生時代後期になると丘陵の近くに集落が営まれるようになり、丘陵上に

立地する防御的な集落の西谷遺跡等も出現する。

古墳時代では、前期に吉井行塚古墳群が現れるが、後続する古墳は見つかっていない。古墳時代前

期の磁跡で集落の状況が把握できる調査事例はないが、刈羽大平遺跡と高塩A遺跡で土器類がまとま

って出土している。古墳時代中期の遺跡では礼坊辿跡 ・戸口遺跡・枯木(A)辿跡・ 山ノ脇遺跡などが

あり、後期の迫跡には戸口追跡・吉井水上II遺跡 ・畠田追跡・宮ノ前遺跡 ・高塩B辿跡などがある。

古代

越の国が分割されて越後国が成立するのは、庚寅年籍が作成される持統4年 (690)頃であったとさ

れる。成立当初の越後国の領域は阿賀野川以北であり、柏崎平野は越中国に含まれていたと見られる。

その後、大宝2年 (702)に頸城郡・古志郡・魚沼郡・蒲原郡が越後国に編入された。古志郡の成立当

時における郡域は明らかでないが、柏崎市、 刈羽村、出雲崎町、長岡市等が含まれていたと見られる。

郡街などの政治的な中枢施設は、長岡市（旧三島郡和島村）八幡林遺跡や下ノ西遺跡付近などの発掘

調査成果から、島崎川流域に所在していたと想定される。三嶋郡の成立は9世紀前葉頃とされ、古志

郡から分割されたものである。三嶋郡の郡域も明らかでないが、別山川と島崎川の分水嶺となる低い

丘陵が、郡境の一部であろうと想定され、現在の柏崎市と刈羽村の大部分がこれにあたると考えられる。

承平年間 (931~937)に成立した『倭名類泉紗』により、三嶋郡には「三嶋」 「高家」 「多岐」の

三郷が存在したことがわかる。三嶋郷は鵜川下流域、高家郷は鯖石川中流域と長鳥川流城、多岐郷は

別山川上・中流城にあたるという考えが一般的である（金子1990)。延長5年 (927)の『延喜式神名

帳』には、三嶋郡の御嶋石部神社、物部神社、鵜川神社、多岐神社、三島神社、石井神社の6社が記

載される。多岐神社は柏崎市西山町別山の多岐神社に比定され、物部神社は柏崎市西山町二田の二田

物部神社であると見られる。御嶋石部神社と石井神社の比定地も西山町内に存在するが、 これらには

他にも論社がある。 『延喜兵部式』に記載される北陸道の駅名では、 三島駅 ・多太駅が三鳴郡内に比

定される。これらの所在地も明らかとはなっておらず、諸説があるものの、 三島駅は鵜川下流の柏崎

市大字堀に、多太駅が柏崎市曾地の多々神社に近い吉井遺跡群周辺を指す考えが主である。古代北陸

道は、柏崎平野北部で別山）II左岸の曾地丘陵の麓を北上して島崎川流域に至るものと想定されている。

中世

『吾妻鏡』 文治2年 (1186) 3月12日条では、柏崎平野に比定される中世荘園に「佐橋荘」 ・ 「宇

川荘」 ・「比角荘」がある。佐橋荘は鯖石川中流域と長鳥川流域、宇川荘は鵜）ii流域一帯と鯖石川下

流左岸域、比角荘は鵜川下流右岸域から鯖石川下流左岸域に比定される（柏綺市史編さん委員会1990)。

中世荘園は柏崎平野の南部を中心に展開しており、柏崎平野北部では存在が知られない。この地域で
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は野崎保 ・ 神田保 ・ 赤田保・原田保・武町保•吉井保・埴入保などの国術領が点在していたとみられ

るが、中世にまでさかのぼる史料が残らないものが多い。野崎保は天和3年(1683) 「刈羽郡寺尾村検

地帳」に記載されており、西山町五B市に野崎の地名が残る。現在まで残る「刈羽」の地名は『明月記』

正治元年 0199) 9月22日条に「苅羽郷」と記載されるのが初現で、正平12年 (1357)の鎌倉二階堂

覚音寺領文書では「苅羽郡」と記載されている。中世の文献資料は、柏崎平野南部では多く残されて

いるが、西山町域ではほとんど残されていない。そのため、当地域における支配者層の姿は明らかで

はない。鎌倉時代以降、刈羽村の赤田古城を中心に赤田氏が所在し、その後、上杉家臣の斎藤氏が赤

田城を拠点にしたとされる。西山町と刈羽村の境の大坪城と滝谷城は斎藤氏の城郭とされる（鳴海2006)。

古代 ・中世の遺跡

別山川流域では古墳時代前期から後期にかけて造跡数が増加していくが、古代初頭から前期にかけ

ての様子は不明な点が多い。 7世紀代の資料は、宮ノ前迫跡、町口遺跡等でわずかに遺物が出土して

いる程度である。 8世紀代では、海岸部の井ノ町遺跡や別山川左岸の枯木B遺跡等で追物が出土して

いるが、集落の様相は不明である。当地域では 9世紀代に道跡数が増加していく。当期の追跡は別山

川左岸の丘陵裾部や独立段丘縁辺の沖積地に多く、別山川右岸や海岸部でも遺跡が確認されている。

発掘調査が行われた追跡には、海岸部の井ノ町迫跡、別山川左岸の宮ノ前迎跡、山ノ脇遺跡、枯木A

遺跡等がある。井ノ町遺跡は西山丘陵西麓の海岸から深く入り込む谷地に所在する追跡で、旧河道の

縁に大型の柱を持つ掘立柱建物が検出され、大量の遺物が出土した。宮ノ前遺跡は別山川支流の妙法

寺川が形成する開析谷に位置し、大塑の掘立柱建物と小型の建物が柱筋を揃えて配置され、多鼠の灰

釉陶器が出土した。 9世紀後半から10世紀前半の開発領主層の存在が想定される。山ノ！協遺跡からは

鴎尾が出土しており、寺院もしくは在地有力者との関連が想定される。枯木A追跡は、刈羽窯跡に隣

接する遺跡である。これらの他にも、坂田遺跡より上流に位皿する尾野内遺跡やワゴ迎跡、海岸部の

大津追跡、別山川右岸の長嶺前田遺跡等がある。

中世の辿跡は上沢田追跡、宮ノ前遺跡、払川追跡、山ノ脇遺跡などの集落追跡、内越遺跡・宝箪寺

追跡群といった製鉄関連遺跡で発掘調査が行われている。上沢田遺跡では士器・陶磁器類とともに、

精錬鍛冶・鍛錬鍛冶に伴う遺物や、剖物の未製品等の手工業関連辿物が多く出土した。鍛冶関連遺物

にはスマキ状圧痕が付く羽口も含まれる。宮ノ前追跡では13世紀代から16世紀代の国産 ・輸入陶磁器

とともに、漆器や碗形鍛冶滓、剖物未製品などが出土した。これに対し、内越迎跡・宝童寺迪跡群で

は当期の集落跡は見られず、製鉄関連遺構が見つかっている。宝童寺遺跡群では3遺跡で地下式木炭

窯や半地下式竪型炉、排滓場が見つかっている。特に宝童寺A迎跡では製鉄に関連したと見られる木

炭窯が30基以上存在したと見られる。放射性炭素年代測定の結果、11世紀から13世紀頃に製錬が行わ

れていたものと見られる。奈良 • 平安時代には、柏崎平野の南部丘陵で製鉄が盛んに行われていたが、

中世になると別山）1|上流域から島崎川流域に製鉄の中心が移っていくようである。別山川流城には中

世山城も多く確認される。西山丘陵上には南から岩野城跡 ・滝谷城跡・後谷城跡・大崎城・甲田城が

並び、曾地丘陵上には吉井砦跡・吉井黒川城跡・赤田古城跡・赤田城跡・大坪城 ・妙法寺袖浦城跡・

坂田金山城跡・亀岡城跡・ ニ田城跡・高内城跡等が存在する。
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III 遺跡と遺構

1 坂田遺跡の概観と調査区

1)坂田遺跡の概観 坂田追跡は、坂田川左岸の谷底平野に立地する。本遺跡近辺の谷底平野は狭

い沖積平野で、緩やかに西へと下り、坂田川左岸の丘陵裾と接している。本遺跡が立地する沖積地（標

高約27m前後）は、北側の現坂田集落周辺の微高地とその南側の低地からなる。このことは、更正図

からも読み取れ、北側の微高地（字下澤田付近の畑地）は、福蔵院付近で蛇行し段丘裾と接していた

と推測される。また、追跡南側の低地（字蓬田、瀬戸付近の水田）では、更正図の地割が北西方向に

連なるが、これは現在の背後の尾根筋を反映したものと推測でき、現地形で段丘裾の微高地と谷を交

互に形成する。坂田遺跡は、このような沖積地東西の微高地や低地に広がり、追跡の南側で段丘裾と

接している。

今次調査は、市道柏崎杉本線の改良工事に伴うもので、丘陵裾と開析谷の入り口部分にあたるS字

に蛇行した地点に当たる。平成17年度に行われた調査地点のすぐ南側を調査した。調査の便宜上、平

成17年度調査で1~4区の調査に対し、本年度調査区域を5区として、平成17年度調査区の2区南側

を調査した。調査地点の現況は、水田である。

2)グリッドの設定 今次調査の面積は、約278面であるが、市道改良工事のための調査であったた

め、幅の狭い長距離の調査区である。直線距離で約100mになる。

前回調査時に、長距離の調査区全てに統一的なグリ ッド (lOmXlOm)の座標系を設定した。グリ

ッドは、東西方向に1~45のアラビア数字を、南北方向にA~Zのアルファベット（大文字）を付し、

北西からA1 ・ A 2 ・ ・ ・と呼称した（大グリ ッド）。今次調査のグリッドは、前回調査に使用した

ものと同じグリッドを採用した。今次調査区は、南西側がZ7グリッド。北東側がS15グリッドにあ

たる。発掘調査では、大グリッドを 1~25の小グリッド (2X 2m)に区分し、遺物取り上げ等に用

いた。なお、大グリッドは、国家座標を基準に設定し、Z7グリッドでX=l60.170、Y=23.880の値

を示す。

3)基本層序 坂田追跡 5 区では、第 I~V層が確認されている。第皿屈•第IV屈が遺物包含屈で、

第V屈が迫構確認面である。第I層は、道路路肩に伴う表土である。第1I囲は、水田耕作土で、 2屈

に細分される。第ITa層は、耕作土の表土で、第ITb層は、耕作土の床士である。第皿眉の遺物包含

層は、 2瘤に大別できる。第ma層はしまりがあり粘性の強い灰色粘士で、第皿 b屈はしまりがあり

粘性の強い暗灰色から黒褐色を呈する粘土で、少量の木炭粒を含む。第IV屈は、基本肘序③でのみ確

認されたもので、灰色を呈する粘土層で、少量の木炭粒を含む屈である。第V屈は、青灰色から緑灰

色を呈する粘土層で、一部砂質を呈する。

2 調査の経過

坂田辿跡の発掘調査は、平成20年4月4日に着手し、平成20年6月12日まで調査を行った。発掘に

携わった調査員は延べ92人、作業員は延べ369.5人となった。

坂田遺跡5区は調査の便宜上、南西部を 5区ー 1、北東部を 5区ー4として4区画にわけ調査を実
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施した。具体的な区分けは、5区ー1が調査区西端からSD65まで、 5区ー2がSD65からSDlOlまで、

5区ー3がSDlOlからSDl33の地山が削平されている地点まで、 5区ー4は地山が削平されている

地点から調査区北端までである。

調査は、埋め戻しの順序を考え、 5区ー 1・ 5区ー4、5区ー2・ 3の順で調査を行った。調査は、

それぞれ並行して行った。以下では、区分けした調査区ごとに経過を述べる。

5区ー 1は、 4月4日より培手して、 30日まで延べ15日間実施した。 4月4日、調査区の設定と資

材搬入を行う。 8日、表土剥ぎを開始する。 10日、現場作業スタッフを動員し、本格的な発掘調査を

開始した。 15日、辿構確認と検出状況の撮影を行い、午後から追構発掘を行う。完掘は、土層観察を

行い、逍構カー ドの作成が済んだところから実施した。 16~23日まで、遺構発掘を継続し、併せて区l

面や個別写真等の撮影を行う。 22日、完掘撮影を行う。 23日から、残っていた圏面の作成と基本土岡

の確認等の記録作業を行う。 26日～30日、記録作業が終了し、埋め戻しを行う。

5区ー4は、 4月15日から着手して、 5月13日まで延べ14日間実施した。 4月15日、先に表土のみ

を掘削して、地盤の乾燥を囮る。 17日、表土剥ぎを本格的に開始する。耕作土の下はすぐに地山にな

っていて、水田の開墾により地山まで削平されていた。包含層が残っていたのは、北端の延長5mほ

どのみであった。 22日、地山が掘削されている範囲が、概ねUl4グリッドまでと確認できたため、表

土剥ぎを終了する。 25日、造構確認と地山削平の状況を撮影した。遺構発掘と土層確認等の記録作業

を行う。 5月1日、完掘撮影を行う。 9日、記録作業を終了し、埋め戻しを行う。

5区ー2・ 3は、 4月16日から着手し、 6月11日まで延べ25日実施した。 5区ー 3は、調査区が最

も狭くなる地点で、重機の進入ができない所であった。このため、延べ20mほどを、作業員の手作業

による表士剥ぎを行った。 Wl3グリッド付近は、調査区脇に電柱が立っているため、電柱の転倒防止

のため表土剥ぎは行わず調査から除外した。 5月15日、 5区ー2• 3西側の検出状況の撮影を行い、

発掘作業を開始する。 16日、 5区ー 3北側の検出状況の撮影を行い、発掘作業を開始する。 23日、 5

区ー 3北側の完掘撮影を行う。撮影後、残っていた図面の作成と土層確認等の記録作業を行い、埋め

戻しを行う。 6月3日、 5区ー2の完掘状況の撮影を行う。 4日、 5区ー2の残っていた図面の作成

と基本土l目の確認等の記録作業を行い、埋め戻しを行う。 9日、 5区ー3西側の完掘状況の撮影を行う。

10日、残っていた記録作業を行い、坂田遣跡5区の発掘調査を終了した。 12日、発掘に使用した資材

の搬出等を行い、調査の全工程を終了した。

3 遺構・遺物の検出状況

坂田追跡5区で検出した遺構は、総数で163基になる。内訳は、井戸 (SE)3基・土坑 (SK)2 

基・溝状遺構 (SD)28基・柱穴 (SP)101基である。他は発掘した結果、凹みや撹乱、欠番になっ

たものが29基ある。柱穴101基のうち、根固めと柱痕が明確に確認できたものは、20基である。これら

の遺構は全て、基本土屈第V屈上面から検出した。

調査地点が2区と接していることから、辿構の配囮や遣物の出士状況は、概ね2区の調査と同じ様

相を示す。柱穴は、本来配列を持った掘立柱建物跡を構成したと考えられる。 5区西側に集中的に検

出され、東側での検出は少数である。溝状辿構 (SD)は、SD158から東側で特に多く検出している。

5区中央は、溝状遺構と井戸が主体で、柱穴は少数である。 5区北東のUl4グリッド付近から北側は、

東側から伸びる尾根の先端にあたり、水田と道路の開発によって地山まで削平されている。溝とピッ
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ト各1基を確認したのみで、ほとんどの造構が削平されたと考えられる。

なお、逍構 ・追物の記述で前回の発掘調査区である 2区と併せて記述を行うに際して、前回調査の

遺構番号及び追物番号の前に2区を付し、 5区に関する記述では特に明示しないこととする。

4 遺構各説

a.建物跡

想定した建物跡は、 3棟である。今回の調査区は狭小で、年度の異なる調査区をまたいで確認され

たため、平面固上から復元したものである。

SB1 (P1:2区SP24・ P2:SP47・ P3:SP52・ P4:SP60・ P5:2区SP29) 

Y8・9グリッドで検出した。想定した柱穴は7本で、このうち 5本が確認できた。さらに2区の

北側へ延長するものと考える。 2区と 5区の調査区境に、 1本ずつ柱穴を持つ可能性がある。桁行3.3m、

梁行3.8mの2X2間で、面積は約12.54111'である。主軸の方向は、西偏23゚ である。覆土は、P2・3

は暗褐色粘土、 P4は暗青灰色粘士である。深さは、確認面より35cmから40cmで、底面の標高は23.3m

前後である。柱痕は確認できなかった。

S B 2 (P 1 : S P 94 ・ P 2 : S P 96 ・ P 3 : S P 100 ・ P 4 : S P 102) 

Xllグリッドで検出した。想定した柱穴は4本で、 5区の北側にさらに延長する。しかし、 2区に

該当する柱穴が無いことから、調査区境で完結すると考えられる。桁行0.9m、梁行2.3mの1X2間で、

面租は約2.07111である。 主軸は、東偏 9゚ である。覆土は、Pl・4は灰黄褐色粘土、 P2は暗灰色粘

土、p3は暗青灰色粘土である。深さは、概ね25cmから30cmで、底面の標高は23.5m前後である。柱痕

は確認できなかった。 P3がSD99 • 101を切るため、 SD99・101より SB2が新しい。

SB3 (P1:2区P42・ P 2: 2区P73・ P 3: 2区P1 ・ P 4: S P 90) 

X ・ YlOグリッドで検出した。想定した柱穴は10本で、このうち4本が確認できた。桁行5.lm、梁

行3.8mの2X3間で、面積は約19.38面である。 主軸の方向は、東偏80゚ である。覆土は、P4が暗褐

色粘土で、他は不明である。深さは15cmから20cmで底面の標高は23.5m前後である。柱痕は確認できな

かった。 P2が、 2区SD2を切ることから、 2区SD2とSD85より、 SB3が新しい。 P4から

須恵器と土師器の細片が出土した。

b.柵列

S A 1 (P 1 : S P 120 ・ P 2 : S P 117 ・ P 3 : S P 112 ・ P 4 : S P 111 ・ P 5 : S P 134) 

VlOグリッドで検出した。想定した柱穴は5本である。長さ5.4mで、主軸の方向は東偏27゚ である。

南西側に延長する可能性がある。覆土は、 P2が灰褐色粘士で、それ以外は褐灰色粘土である。深さ

は10~22cmで、一定ではないが、底面の標高は概ね23.7mである。 p1から須恵器杯蓋 (No.1)が出土

した。

c.井戸 (SE)

S E93 YlOグリッドで検出した。遺構の平面形は上端で南北2.8mX東西2.4mの楕円形を呈し、下端

では南北l.9mX東西1.6mの楕円形を呈す。遺構上端の西側は、深さ 3,.._,5 cmほどの浅いテラス状に平

坦面が広がる。
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毅士は、大きく 3層に分かれる。上半は黒色土層が堆積し、下半は緑灰色土層が厚く堆積する。最

下屈には黒褐色土層が薄く広がる。上屈の黒色土（第1~4屈）は、腐植物と緑灰色粘土の小ブロッ

クを含む。 下層の緑灰色土（第5層～）は、地山に由来すると見られる粘土が主体となり、上層と同

質の黒色土のプロックを少量含む。一部に緑灰色砂を含む。最下屈の黒褐色土阿の堆積は厚さ 5cmほ

どと薄く、腐植物を多く含み、緑灰色粘士が混ざる。

逍物は、上層の黒色土と下層の緑灰色土の境から須恵器・土師器共に多く出土した。 l¥10.3は下層の

緑灰色土層から出土した。須恵器は有台杯 ・無台杯・長頸瓶・甕、土師器は無台碗・鍋が出土した。

須恵器無台杯の1点と土師器無台碗1点に墨書が施される。最下層の黒褐色土と下層の緑灰色土下部の

最下庖に近い部分から、用途不明の板状や棒状の木製品 (No.21~25)が折り重るような状態で出土した。

完掘した底面付近の壁面に、加工痕のある棒状の木が5cmほど飛び出るように刺さっているものを

検出した。この棒状の木が井戸の構築に関係するものかを確認するために、断ち割りを行った。その

結果、枝などの自然木を多く包含する土層が水平方向に続くことが確認され、刺さっていた木も奥で

二股に分かれていることから自然木であると判断した。このため、井戸を掘削する時に地中から出て

きた自然木を切り落としたものと考える。

S E59 Y 9グリッドで検出した。平面の形状は、南北l.3mX東西l.lmの楕円形で、深さは1.2mであ

る。覆土は、第 1層は褐灰色粘土で、第2層から第4屈まで暗灰色粘土である。全体的に、しまりが

強く、木炭粒を含む。

逍物は、須恵器の壷類と見られる体部の細片と、摩滅した土師器の細片が出土した。

SE 145 Xl2グリ ッドの調査区中央の最も狭い地点で検出した。南北両側の上端は、調査区外に続い

ている。検出された範囲では直径1.6mの円形を呈すると見られる。深さは1.8mである。覆士は概ね2

層に分かれ、第2層が黒褐色粘土である以外は概ね黒色粘土である。質感は、全体的にしまりが弱く 、

粘性が非常に強い。地山土の粒と腐植物を多く含む。

辿物は、須恵器の有台杯と長頸瓶、土師器の柱状高台皿底部、白磁皿 (No.26~28)等の土器類と板状 ・

摘み状・円盤状の木製品が出土した (No.30~34)。第2層から出土した須恵器長頸瓶の他は、第5陪

から出土した。

d.土坑 (SK)

5区で検出されている土坑は、 SK76 ・ 106の2基である。

S K76 ・ S D75 Y 9グリッドで検出した。南側は調査区外に続いている。平面の形状は、ほぼ直径

約1.6mの円形を呈し、深さは約0.4mである。 SK76の覆土は、第1層が黒色粘土、第2層が黒褐色粘

土、第3層が暗緑灰色粘土である。全体的にしまりが強く、粘性が強い。

遺物は、第2層から多く出士しており、須恵器の無台杯と甕、土師器の鍋と長甕がある(No.35~40)。

SD75は、福21cm、長さ55cm、深さ 5cmの浅く三日月状に曲がる溝で、南端でSK76と切り合いを持つ。

覆土は、暗褐色粘土である。撹乱の可能性がある。須恵器無台杯 (No.41)が出土した。

S K106 Wl3グリッドで検出した。蝠60cm、深度18crnを測り、平面円形の浅い土坑である。覆土は、

暗褐灰色粘土である。須恵器無台杯が (No.41)出土した。

e.溝状遺構 (SD)

S D 65 ・ S P 66 ・ S P 67 Y 11グリッドで検出した。 SD65は、幅88cm、深さは最大で20cmの溝であ
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る。北側の調査区壁へ向かって徐々に浅くなり、 2区への延長は認められない。南側は、調査区外に

延びる。 SP66 ・ 67は、直径約30cm、深さ約15cmのピットである。 SD66の覆土は、灰色から暗赤灰

色粘土である。 SP66の覆土は暗赤灰色粘土、 SP67の覆土は黒褐色粘土である。遺構の切り合いから、

SD65が古く SP66が新しい。 SP67は、毅土が黒褐色粘土で、 SD65とは異なる様相を示している

ことから、SP66 ・ 67はSD65に伴うものでは無いと考えられる。

S D65東側の立ち上がりから、須恵器有台杯(No.43)と土師器長甕 (No.44)が出土した。 SP66からは、

須恵器有台杯 (No.45)が出土した。

S D158 Yllグリッドで検出した。幅3.4mで、壁面の立ち上がりに段をもつ溝である。 2区SD3

からつながる迎構で、延長4.3mが確認され、さらに北側へ続くものである。南側は、 5区調査区南壁

付近で深さ 5cm前後と浅くなっており、遺構の南端に近いと見られる。 5区北側の調査区付近で深さ

約45cn]となり、その南側は一段浅い平坦面が南へ続く。 SE93 ・ SP 159に切られる。覆土は、暗緑灰

色から緑灰色の粘土である。 5区調査区北側壁では、土囮観察から、 2区SD3と同様、青灰色から

暗青灰色粘土である。

逍物は、No.59以外は、北側の落ち込みから出土しており、須恵器の有台杯 (No.46)と無台杯(No.47~

59)、土師器の無台碗 (No.60)と小甕 (No.61)がある。須恵器無台杯には、墨書が施されているものが

ある。

S D 85 ・ S D 92 ・ S D 157 Y 10グリッドで検出した。 SD85は、2区SD2とSD92に繋がり、 2区

と5区の境付近で東側に大きく広がる。幅は、SD85でl.lm、2区SD2とSD92部分で、 3.0mほど

になる。確認された延長は6.3mで、南北方向にさらに伸びるものである。覆土は、上屈が黒褐色粘土で、

下層が暗緑灰色粘土である。包含冠の上面から掘り込まれており、新しい時代のものの可能性がある。

須恵器と土師器の細片が出土している。

SD157は、幅3.4m、深さ36cmで、南北に伸びる。覆土は、オリーブ黒色を呈する粘土で、緑灰色地

山土の粒と木炭粒を含む。遺物は、遺構中央から多く出土した。須恵器には杯蓋と無台杯 (No.62~66)

があり、無台杯の底部外面には判読不明の墨書が書かれる (No.66)。土師器は、無台碗 (No.67)と器

種不明の細片がある。

SD157がSD85 ・ 92に切られる。周辺のピット類は、 SD157を切る。

S D99 ・ S D101 ・ S D103 ・ S D160 Xllグリッドで検出した。 SD99とSDlOlは概ね直交する。

援土は、SDlOlのみ暗褐色粘土で、他は暗青灰色土である。 P100 ・ 102はSB2のP3 ・ 4にあたる

遺構である。 SD99・101は、SB2柱穴のSPlOOに切られる。

SD101から、須恵器無台杯 (No.70)が出土した。

S D71 T14グリッドで検出した。幅71cm、深さ 6en]の浅い溝である。 5区北端から検出した遺構で、

周辺にはSP72以外は追構は見られない。 Ul4から北側の旧地形は、東側から伸びる尾根先端に当た

る微高地であったと見られ、開墾により地山まで掘削されたため、本遺構も上部が削平されていると

考えられる。

S D 107 ・ S D 137 ・ S P 108 ・ S P 109 V 13グリッドで検出した。南北方向に主軸をもつ延長の長い

渦である。 SDl07は、幅約30cm、深さ約10co]の浅い溝である。 SD137は、幅約40cm、深さ約15cmで

ある。いずれも底面は凹凸が無く平坦である。 SDl37が、 SDl07に切られ、 SDl07は、 SP108に

切られる。

2区SDl8は遺構の幅が異なるが、同様の主軸を持つ迎構である。これら 3基の溝は、東側の微高
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地から、畝状追構群のある中央低地に向けて緩やかに傾斜している。

SD107から、須恵器甕 (No.71)と土師器の細片が出土した。

SD139・ SD141 ・ SD144 Xl2グリ ッドで検出した。覆土は、SDl39は暗緑灰色土で、 SDl41 

は灰色から黄灰色土である。これら 2基の溝は、主軸の方向から、 2区SD4の延長上に位置するが、

毅土の様相が異なることから、別の遺構と考える。 SD144は、包含屈の上部から掘り込まれる。

S Dl41から須恵器の杯蓋 (No.72)と無台杯の底部の細片が、各 1点ずつ出土した。

S D147 X12グリッドで検出した。覆土は、灰色粘土である。第V層の上面で検出したが、調査区壁

の観察から第皿b層包含層の中間から追構の落ち込みが確認され、他の遺構より新しいものと考えら

れる。遺物は出土していない。 SD147がSP148に切られる。

S D 150 ・ S D 151 ・ S D 152 ・ S D 154 ・ S D 155 W12 ・ 13グリ ッドで検出した。深度の浅い溝状の

遺構である。 SDl54の底面は凹凸が顕著なこと、いずれも主軸が概ね並行することなどから、畝状造

構と考える。覆土は、 SD 150 ・ 152 • 154 ・ 155が青灰色から緑灰色を主体とし、 SD151が灰色とオリ

ーブ黒色を主体とする。

S Dl50 ・ 154から土師器の細片が各一点、SDl55から須恵器無台杯 (No.73)が出土した。

S D105 Wl3グリッドで検出した。幅40cm、深さ12cmの浅い溝状の遺構である。 SD155との間が、

未調査で不明な点もあるが、 SDl50を始めとした 5本の溝群と同様の主軸で、形態及び規模が類似す

ることから、畝状遺構であると考える。辿物は出土しなかった。

f.柱穴 (SP) 

柱穴に分類した遣構は、全部で101基である。このうち、根固めと柱痕が明確に確認できたものは、

20墓である。多くは掘立柱建物を形成した柱穴だろうが、建物構成が確認できないものが多い。

覆土は黒色土を主体とするものが多い。他に暗青灰色土を主体にするもの (SP 29 ・ S P 136など）

や、灰色士を主体とするもの (SP15 ・ S P86など）がある。

S P54 Y 9グリッドで検出した。南側半分は調査区外に広がり、ほぼ円形の平面形が想定できる。

直径58cm、深さ46cmである。柱痕は、黒褐色粘土で、根固は緑灰色ブロックを含む黒褐色粘土である。

追物は出土しなかった。

SP87 YlOグリッドで検出した。直径36cm、深さ22cmである。黒褐色粘士の柱痕と、根固は2層に

分かれ黒褐色土と緑灰色粘土である。須恵器甕の体部破片 (No.74)が出土した。

SP 15 Y 7グリ ッドで検出した。直径31cm、深さ5cmである。毅土は、灰黄色粘土である。須恵器

杯蓋 (No.75)と土師器の細片が出士した。

S P88 YlOグリッドで検出した。直径20cm、深さ29cmである。覆土は、暗褐色粘土である。須恵器

甕 (No.76)が出土した。

S P 80 ・ 81 Y9 ・ 10グリッドで検出した。 SD157を切る。 SP80は、直径37cm、深さ40cmと深いも

のである。 SP81は、長さ16cm、深さ10cmである。覆土は、 SP80が黒褐色粘士、 SP81 が褐灰色粘

土である。

S P80から土師器の細片が出土し、 SP81から須恵器の無台杯 (No.77)と士師器の細片が出土した。

-11-



w 出土遺物

1 遺物の概略

坂田遺跡5区では、追構覆土や包含雇から多量に出土した。士器類では、平安時代の須恵器・土師

器が多く、中世の追物も出土している。耕作土や周辺からの表採造物には、近世の肥前焼と考えられ

るものが少数ある。この他に、木製品や鉄製品、製鉄に関連する遺物も出土している。

遺樅覆土から出土した土器は、器形復元が可能なものは、できる限り図化に努めた。

平安時代の須恵器には、食膳具と貯蔵具がある。食膳具は、杯蓋・有台杯・無台杯の3種類である。

貯蔵具は、甕と長頸瓶の2種類である。このうち、杯蓋・甕・長頸瓶は、個体数が少なく、全形が復

元できるものは見られない。

須恵器無台杯は胎土の観察から、 4種類に分類した。最も多かったのがA類（小泊）としたものである。

非常に細粒の白色粒が特徴で、透明粒子と海綿骨針を含むものである。これらのうちの多くは佐渡小

泊窯跡群で焼成されたものと考えられ、無台杯全体の19点44.1％を占める。 B類（産地A)は、胎土に白

色粒子と褐色粒子と骨針を含み、 A類と比べるとやや粗い胎土である。器面は丁寧に仕上げられ、ロ

クロナデによる凹凸はほとんど見られず、底部の切り離し痕も丁寧になで消される。法籠は、口径13.3

前後、底径7.6cm前後、器高3.9cm前後で概ね一定する。焼成は硬質だが、還元が不十分で底部は酸化状

態である。口縁部に重ね焼きの痕跡が明瞭に残る。全体の8点18.6％を占める。 C類（産地B)は、 1 mm 

前後のやや大きい白色粒と黒色粒が含まれるのが特徴で、焼成は不良で軟質である。底部のみの破片

資料で、全形がわかる資料はない。 2点4.6％である。 D類は上述した以外のものである。14点32.6%

である。

土師器は、食膳具と煮炊具がある。食膳具は、無台碗があり、煮炊具では小甕・長甕・鍋がある。

中世の遺物で、辿構から出土したものは、土師器皿の柱状高台と白磁皿である。他に、包含層から

珠洲焼が出土している。

近世以降の造物は、包含層から出土した肥前焼がある。

2 遺物各節

建物跡・柵列出土遺物 (No.1) 

復元できた建物跡を構成する柱穴で、追物が出土したものはSB3P3 (2区SP1)のみである。

2区調査の報告でされている辿物で、口径13.6cmの有台杯の口縁から体部の破片である。柵列の柱穴で

迫物が出土したものは、SA1P1 (5区P120)からのみである。 1は、須恵器杯蓋の体部破片であ

る。 内外面にロクロナデを行った後、外面天井部にロクロケズリを行う。

S E 93 (No. 2 ~25) 

3と8と21~25以外は、上屈の黒色土層の下部、下層緑灰色土との境付近から出土した。 3は、下

層の緑灰色土から出士した。 8と21~25は、最下層の黒褐色粘土層との境付近、下屈の緑灰色粘土層

の下部から出土した。
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2は、須恵器有台杯の口縁部から体部である。口径12.8cmで、体部は直線的に立ち上がり、内外面は

ロクロナデによる凹凸が顕著である。

3~10は、須恵器無台杯である。全て内外面ロクロナデ、底部ヘラ切りを行う。 3は、口径11.6cmで、

ロ縁が外反する。 7は、口径が13.4cmとやや大きく、直線的に伸びる。 4・ 5 ・ 10は胎土A類、 9は胎

士B類である。 3・6~8は胎土D類である。

11~13は、土師器無台碗である。 11・ 12の器表は剥離しており、調整は不明である。 11の口縁部は

ロクロナデを行う。 13は、口径15.6cm、底径6.2cm、器高5.6cmと大型である。内面ロクロナデ、外面下

半部はロクロケズリを行う。底部外面は丁寧なナデを行い平坦である。

10 ・ 13の底部外面に、墨書が書かれる。 10は、摩滅しており不明瞭であるが、書体から 「猿口」と

考えられる。 13は、判読不明である。

14 ・ 15は、須恵器長頸瓶である。 14は、体部から底部が残り、包含層から出土したものと接合した。

内外面ロクロナデを行い、内面はロクロの凹凸が顕著に残る。底部内面は、あばた状の凹凸が著しい。

肩部外面は、降灰を受け自然釉が薄くかかる。 15は、口縁部の破片で内外面ロクロナデを行う。口縁

端部は、外端を外側につまみ出す。

16から18は、須恵器甕である。 16・ 17は、外面の叩き目は平行で、内面の当て具痕は同心円である。

18は、上半と下半が接合しないものの、胎土と調整から同一個体と判断した。口径34cm、残存高は40.3

cmである。口縁部から頸部は、ロクロナデの凹凸が顕著である。体部外面の叩き目は擬格子で、内面

の当て具痕は上半部が同心円で、下半部は擬格子である。体部外面には平行タタキの後に、輪積み痕

を消すためのナデが部分的に行われる。体部の所々で大きく焼膨れをおこしている。

19 ・ 20は士師器鍋である。 19は、口径42cm、残存高13.2cmである。口縁部はロクロナデにより外反し、

端部は丸く収める。体部の調整は、外面は格子タタキ、内面は同心円当て具を行う。体部外面に煤が

付着する。20は、内外面にロクロナデを行う。口縁端部は外反して丸く収める。

21~25は、板状もしくは棒状の木製品である。木材を割った分割材と考えられる。木取りは、 22の

み芯持ちで、他全ては芯去りである。上下に切断面を残す。

S E 145 (No.26~34) 

29のみ、第2層の黒褐色粘土から出士し、他は第5層の黒色粘土層から出士した。

26は、土師器皿の柱状高台である。底径は5.8cmである。内外面はロクロナデ、底部は回転糸切りを

行う。外面は、変色し黒色を呈する。

27は、白磁の有台皿である。口縁部と底部は接合しないが同一個体と見られる。口径12.0cm、底径

5.8cm、器高3.6cmである。内面と外面高台付近まで施釉される。高台は、逆台形状にケズリダシを行い、

内端接地である。

28は、須恵器有台杯の底部である。体部外面はロクロナデ、底部内面は不定方向ナデ、底部外面は

ヘラ切りした後に不定方向のナデを行う。高台は、やや内側に付き、内端接地である。高台径は8.2cm

である。

29は、須恵器長頸瓶の肩部である。内外面ロクロナデを行う。内面はロクロナデによる凹凸が顕著

である。

30~32は、板状木製品である。裏面と側面はほぼ平坦であるが、表面のみに、飽状工具で削ったよ

うな深さ 1mmにも満たない浅い凹みが不規則に並ぶ。 33は、摘み状木製品である。両側面に凹みを
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持つ。 34は、円盤状木製品である。幅31.6cm、厚さ2.8cmである。厚さは、端部が 1cmで、 中央が2.8cm

と、中央が厚く上面に膨らむ。裏面はほぼ平坦で、被熱のため炭化している。表面は、堅状工具で削

ったような加工痕が残る。中央に、 一辺1.2cmの方形の穿孔がされる。

S K 76 (No.35~40) 

35~38は、須恵器無台杯である。37以外は、胎土A類である。 37は、内外面にロクロナデを行い、

外面はロクロナデによる凹凸が顕著である。口縁端部がやや外反する。

39は、土師器鍋の体部である。にぶい橙色を呈し、外面は平行叩き、内面はヨコナデを行う。

40は、土師器長甕の底部である。調整は磨耗していて不明である。底径は9.0cmで、イ本部外面は変色

し、黒褐色を呈する。

S D75 (No.41) 

41は、須恵器無台杯である。口径13.2cmで、内外面ロクロナデを行う。体部から口縁端部まで直線的

に立ち上がる。

S K 106 (No.42) 

42は、須恵器無台杯である。口径13.0cmで、内外面ロクロナデを行う。口縁部はやや内傾し、口縁端

部を丸く収める。

S D65 (No.3 • 44) 

43は、須恵器有台杯である。口径10.2cm、底径5.8cm、器高5.1cmで全形の2/3ほどが残る。有台杯で、

器形が完形に復元できたものは43のみである。内外面ロクロナデ、底部ヘラ切りを行う。高台は、外

端接地である。

44は、士師器長甕の底部である。底径9.4cmで、体部内面ロクロナデ、体部外面の調整は劣化のため

不明である。底部は回転糸切りを行う。底部は、厚さ 2mmと薄い。

S P 66 (No.45) 

45は、須恵器有台杯である。口径12.5cmで、体部はほぼ直線的に立ち上がる。内外面はロクロナデを

行い、凹凸が顕著である。

S D 158 (No.6~61) 

59以外は、すべて北側の落ち込みから出土した。

46は須恵器有台杯である。 口径13.0cmで、直線的に体部が立ち上がり、口縁端部は外反気味である。

47~59は、須恵器無台杯である。全て、内外面ロクロナデ、底部ヘラ切りである。48• 49 • 53 • 59 

は胎土A類、 52• 54~58が胎土B類、51が胎土C類と考えられる。その他は不明である。当迫構から

出土した無台杯のうち、半数に墨書が施される。墨書は、53• 56が「猿口」、 54• 55が 「主」力、 57

は判読不明、 58が 「田」力が書かれる。

60は土師器碗である。底部のみの破片で、劣化が激しく調整がほとんど残っていないため詳細は不

明である。底径は、 5.6cmである。

61は土師器小甕である。口径10.9cm、底径5.6cm、器高8.6cmで全形の2/3ほど残る。劣化が激しく調賂

が不明な点もあるが、内外面ロクロナデで、口縁部は屈曲して垂直に引き伸ばす。底部内面はロクロ

ナデの凹凸が顕著である。底部外面は摩滅していて調整は不明である。外面の口縁から体部までは、

変色し暗褐色である。
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S D 157 (No.62~67) 

62 • 63は須恵器杯蓋である。 62は、体部のみの破片である。内外面にロクロナデを行う。 63の口径

は14.2cmである。 内外面ロクロナデで、口縁端部が屈曲してほぼ垂直に下がる。

64~66は、須恵器無台杯である。64は、口径12.2cm、底径7.2cm、器高3.6cmである。口縁部が外反し、

内面のロクロナデは凹凸が顕著である。 体部は、 直線的に立ち上がり、底部外面はややくぼむ。 65は、

底径7.5cmの底部のみの破片である。 66の底部には、墨書が施されているが、判読はできない。 66が胎

土A類、他は不明である。

67は土師器無台碗である。劣化が激しいが、内外面はロクロナデ、底部は回転糸切りを行う。

S P 83 (No.68 • 69) 

68は須恵器有台杯である。口径14.5cmで、内外面はロクロナデを行い凹凸が顕著である。体部は直線

的に立ち上がる。

69は須恵器無台杯である。底径8.4cmで、劣化のためロクロナデ調整はほとんど残っていない。底部

はヘラ切りを行う。胎土C類である。

S D 101 (No.70) 

70は須恵器無台杯である。口径13.2cm、底径9.0cm、器高3.5cmである。内外面はロクロナデで、底部

はヘラ切りを行う。体部の立ち上がりは急である。

S D 107 (No.71) 

71は須恵器甕である。内面は格子当て具で、外面の調整は、降灰を受けて調整は不明である。

SD  141 (No.72) 

72は須恵器杯蓋である。体部のみの破片だが、摘みの付け根が一部残る。内外面はロクロナデで、

天井部外面はロクロケズリを行う。天井部外面のケズリは丁寧で、ほぼ平坦である。

S D 155 (No.73) 

73は、須恵器無台杯である。底部はヘラ切りを行い、底径は7.8cmである。胎土B類である

S P 87 (No.74) 

74は須恵器甕である。外面は擬格子タタキ、内面はロクロナデの後にタテハケを行う。

S P 15 (No.75) 

75は須恵器杯蓋である。内外面ロクロナデ、 天井部外面にはロクロケズリを行う。

S P 88 (No.76) 

76は須恵器甕である。外面は擬格子タタキ、内面はロクロナデの後タテハケを行う。内面は還元色

を呈するのに対し、外面は酸化色を呈する。 74と76は、調整と胎土から同一個体の可能性がある。

S P 81 (No.77) 

77は、須恵器無台杯である。口径12.8cmで、内外面はロクロナデを行う。体部は直線的に立ち上がる。

包含層出土遺物 (No.78~114)

78~80は須恵器杯蓋である。 78• 79は、内面にロクロナデ、 天井部外部にロクロケズリを行う。 80は、

ロ径15.0cmで、口縁端部が内側に屈曲し、端部を丸く収める。

81~84は須恵器有台杯である。 81は、高台径は7.9cmである。高台の高さは1.5cmを測り、他の有台杯

よりやや高く、外端接地である。 83は、高台が欠損している破片である。 内面はロクロナデ、底部は

ヘラ切りを行う。還元が不十分でにぶい褐色を呈する。
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85~95は、須恵器無台杯である。 92・ 93 ・ 95以外は、全て胎土A類である。93は底部と体部の境に

明瞭な段ができる。94は、口径12.0cm、底径7.8cm、器高2.5cmである。内外面はロクロナデで、外面は

ロクロナデの凹凸が顕著である。底部外面はヘラ切りを行い、 「禾」力の墨書が書かれている。 95は、

底径7.0c皿で、底部はヘラ切りを行う。底部外面に、 「猿口」の墨薯が書かれるが、軟質のため、器面

が磨耗していて塁書の辿存状態は悪い。

96~98は、土師器無台碗である。 97は、口径14.2cm、底径6.2cm、器高3.8cmである。外面はロクロナ

デの凹凸が顕著で、内面は劣化のためロクロナデはほとんど残っていない。底部は回転糸切りである。

99は須恵器長頚瓶の肩部である。内外面はロクロナデを行う。内面はロクロナデによる凹凸が顕著

である。肩部外面に、降灰による自然釉がかかる。

100 ・ 101は、須恵器甕の体部である。外面は平行タタキ、内面は同心円当て具である。

102 ・ 103は、土師器鍋である。 102は、口縁部から頸部の小片で、口縁端部は面を持つ。 103は体部

である。調整は外面は平行タタキ、内面は同心円当て具である。

104~ll0は、珠洲焼である。片口鉢の口縁形態から、吉岡氏の編年（吉岡1994)の皿期～IV期と考

えられる。

104は、壷類の口縁部と考えられる。口縁端部は、下に屈曲する。

105は、壷類もしくは瓶類の底部である。体部の内外面はロクロナデである。内面のロクロナデの凹

凸が顕著である。体部外面は、ロクロナデの後に櫛描きにより施紋される。施紋の下部は、ナデによ

り消される。底部の切り離しは回転糸切りである。

106~108は、甕もしくは壷類の体部である。外面に平行タタキ、内面に当て具痕が残る。 106・ 108 

のタタキ目は3cmあたりにll本、 107は3cmあたり10本である。

109 ・ llOは、片口鉢である。内外面はロクロナデを行う。 109の卸し目は、幅1.8cmに14本で1単位で

ある。口縁端部の面は外傾し、口縁部の形態からIl1期の所産と考える。llOの卸し目は、8本以上で1

単位となる。口縁端部は、水平な面を持ち先端を突出させる形態で、IV期と考えられる。

lllは肥前系陶器の皿である。口径11.0の小型の皿である。胎土はにぶい褐色を呈し、内面から口縁

部外側にかけて灰色の釉薬を施す。

ll2~113は、鉄関連遺物である。包含層上面から出土しており、時期は不明である。

112は、鎌と見られる。長さ7.9cm、幅2.6cm、重さ17gである。上下は欠損する。

ll3は、用途不明の鍛造製品である。長さ11.6cm、幅1.3cm、重さ28gである。下部に直径0.5cmの穿孔

がある。上部は欠損する。

114は、鍛冶滓と考えられる。重さ42gで、酸化土が少量付着する。メタルの反応はない。
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V 総括

1 坂田遺跡の平安時代の様相

柏崎平野における平安時代の集落跡は、多くの事例が挙げられる。坂田遺跡が所在する別山川流域

では、 2箇所の区域での遺跡の分布が認められる。刈羽村枯木遺跡や北田遺跡のある赤田・吉井周辺と、

刈羽村払川迫跡や西山町宮ノ前遺跡のある刈羽村西谷・西山町北野周辺から坂田・ ニ田地区周辺が挙

げられる。西山町周辺は、8世紀後半から10世紀前半にかけて、別山川左岸の沖積地で遺跡の数が増

加し柏崎平野北部の中核的な地域となった可能性がある。

1)坂田遺跡出士古代土器の編年的位置付け

坂田遺跡では、平安時代の遣物が溝と井戸からまとまって出土した。これらの一括遺物の編年的位

置付けを行うに当たって、定量出土している須恵器無台杯、特に胎土A類とした佐渡小泊産と考えら

れる遺物を中心に行った。

記述に当たっては、前回の発掘調査区である 2区と併せて記述する際、前回調査の遺構 ・造物番号

の前に、 2区を付し、5区に関する迫構の記述では、特に明示しないこととする。また、両調査区を

跨いで延長が確認できた2区SD3と5区SDl58は、 SDl58として記述を行うこととする。

坂田遺跡で出士した土器は、食膳具には、杯蓋・有台杯・無台杯 ・無台碗がある。貯蔵具は長頸瓶 ・

甕、煮炊具は小甕 ・長甕・鍋．甑が出土している。食膳具では、須恵器食膳具が多く、土師器食膳具

は極少量である。

器種構成は、須恵器食膳具を主体に、土師器食膳具・煮炊具・須恵器貯蔵具が一定量伴う構成である。

出土土器の総数のうち63.53％が須恵器食膳具で構成され、須恵器無台杯だけで43.65％を占める。この

他の器種は、土師器食膳具は無台碗のみで8.29%、須恵器貯蔵具が13.81%、土師器煮炊具は14.36％で

ある。

胎土A類の佐渡小泊産と考えられる無台杯の中では、口径12~13cm、底径7~8cm、器高3cmの資

料が多い。口径と器高はほぼ一定だが、底径が7cm前後と 8cm前後の 2種類が確認できる。 2区SD

1では底径8cm前後が主体となり、 小泊窯跡群の中でも古い下口沢窯跡に見られる資料である。 SD

158では、胎土A類では下口沢窯跡に類似する資料が多く、胎土D類では底径7cm前後のものが多くな

ることから、 2区SDlより新しくなると考える。SE93は、出土した土器の様相から SDl58とほと

んど変わらない時期と考えるが、遣構の切り合いから SDl58より新しい。

これらの一括追物を、春日氏の編年（春日1999)と、佐渡小泊窯跡群の編年（坂井他1991) を甚に

して検討する。下口沢窯跡は、9世紀前葉から中葉に相当する窯跡である。新潟古代土器編年では、

それまでの食膳具の大半を須恵器が占める様相に変化が見られ、土師器・ 黒色土器食膳具が定量出土

する時期とされている。また、佐渡小泊産の須恵器が越後国内に流通し始める頃とされる。坂田追跡

では、食膳具では須恵器が多く 、土師器は少数であり黒色土器は出土していない。須恵器無台杯では、

佐渡小泊産と考えられる製品と、在地産と考えられる製品が定量出土している。

坂田遺跡の出土追物は、 9世紀前半の八幡林追跡I区出土士器や、井ノ町遺跡SKl2出土土器に類

似が見られ、宮田追跡SD346のように食膳具の大半を土師器無台碗が占める 9世紀後半には下らない

-17-



＼ 
食膳具 貯蔵具 煮炊具

須恵器 土師器 須恵器 土師器

無台杯
合

有 無 長 計
杯

台 胎 胎 胎 胎 台 頸 甕
小 長

鍋 甑
蓋

杯 土 土 土 土 碗 瓶
甕 甕

A B C D 

SD1 2 1 3(0) 1(0) 0(0) 0(0) 1(0) 2 1 

゜
2 

゜゜
13 

S0158 3 4 18(5) 8(7) 1(0) 8(1) 4(1) 

゜
1 2 

゜
1 

゜
50 

SE93 

゜
1 3(1) 1(0) O(O) 4(0) 3(0) 2 3 

゜゜
2 

゜
19 

合計 15 21 35(8) 11(7) 2(0) 31(2) 15(1) 12 13 4 t 4 7 1 181 
• li5別内の 土器の澤さ示~.

第 1表 坂田遺跡出土土器数量表

用途別組成

合計

SE93 

S0158 

SD1 

究
．ー・

-i
 綴翠焚．．

 

<.

I芯ご：ど：ぢ：寮：寮；気·,•,·.•,·,·,· ,•,•・・・*•'•’••.’•’• 
”•エェ：~公こと公.,こ·

一二三
疇鵬譴言プ

oiJI恵器食1"̀
魏土師精食11具

量須患器貯戴具

心土師器煮炊具

0% 25% 50% 75% 1oor. 

器種別組成

合計

SE93 

SD158 

S01 

0% 25% 50% 75% 100% 

電杯蓋

舅布台杯

〇撫台杯

9：・無台魏

長`頸肱

19甕

が Jヽ甕

コ長甕

a鍋

・鰤

合計

SE93 

SD158 

S01 

無台杯組成— IIllill]~ ＼ 
三-------- -------•---― | Il |ll|| l川TIJJilll

--̂- Illlllll[l]]1IlIIIIII II II IIIIl| |||［I I 
l 

■胎土A・墨書有

■胎土B・墨書有

r胎土0・墨讐膏

｀胎土A・墨書爆

山胎土B・墨書慧

z飴エC・墨書篇

＝胎土0・墨書需

0% 25% 

第 3図

50% 75% 

坂田遺跡出土土器組成

100% 

器

高

5
 

底

径

10 5
 

雑

高

噛社▲
▲
 

▲
▲
▲
 
▲
 

△‘、
〇
△
ふ
冷
弓況。＾ 

02区SD1 胎土A

ASD158胎土A

口SE93胎土A

●2区SDI胎土B

▲SD158胎土B

●SE93胎土B

゜IO , 2 ,. 口径
5 
10 12 14 口径

O 5 
底径

第4図 坂田遺跡 出土無台杯 法量分布図

-18-



2区

SD  1 

rこ—→- • ̀‘ 
⑥ 

1三 ー、
R 

--⑲ 
▽ 

て④

空⑤

ニゞューノ⑥

□:J⑪ 

てヲ①

□ノ'R
s疇さ

⑮

⑭

 創
｀
／書
涵

mi

怠

尋

L
 

•2 

ー

~@ 

=a@  

二

2区

SD3 

． 

5区

S 0158 

ヽ
▽手ヲ◎

▽戸146 
亡＝＝ヒ＝＝I

＠ 

~ @ 

交 47

淀主48

工 ◎

~ @ 

言 ⑮

、一＠
淀R

⑮` 
＼＠  

ヽ⑳
冥 R

＼ー、稜

て三L之`
て言ご ｀

: 5543@ 

戸言］2

5区

S E93 

交 ;3'3

~ 4 

＼＝＝←-/5 
＼圭手→ー6

~ 10 

交可―戸11

三3

4
 

9ン•．、
玉
名i→る /ィウ名や毎忽f
＇・ :ジ

-.t: 
グ・ •-a 

含；J彦欝努．
... - -＊7ヽ 9士~．．．•

; ;: .. ・.. .L:..,．--
9 ‘ン ＇・ ェ 云；
✓. ペ ニニー・
; ,~・ 名釜
，召視宰奎
9,.9らクン学疇=
...，ぇ•そ・全ニ
...9．と→＝ -- ． 
．ず・ 7釜辛；
・々，・ • • ⇒,・、二・.r
そ・,・1.,' 3夕,..•• 

ヽ

＼ 苓¥:'¾ 
• -••-・―-

＿ ・・.:...:: . 

※＠は2区報告番号 。
Rは2区出土未報告遺物

第 5図 坂田遺跡2区・ 5区主要遺構出土遺物

18以外 (1: 6) 30cm O 18のみ (1: 8) 40c冒l

-19-



と時期と考える。宮ノ前遺跡の I期では、食膳具における須恵器の比率が高く、須恵器食膳具のほと

んどが佐渡小泊窯跡群のカメ畑窯跡に類似することから、坂田遺跡は宮ノ前遺跡の前段における遺跡

と考える。

2)遺構の性格と出土土器の様相

2区SDlは、黒褐色粘土とオリーブ灰色粘土を覆土に持つ、幅の広い溝である。5区に延長は確

認できず、 2区の北側に延長するとみられる。住居跡の可能性もあるが調査区が狭く不明な点が多い

ことから、検出した平面と断面から溝として分類した。出士している土器は、須恵器の杯蓋・有台杯・

無台杯・甕・瓶類と、土師器の無台碗 ・長甕がある。須恵器無台杯の形態から、 9世紀前葉頃と考える。

SD158は、青灰色から緑灰色の地山に類似する粘土を覆土に持つ、幅の広い溝である。遺構の配置

から集落域と耕地を区画した溝と考える。坂田遺跡の中で最も多く迎物が出土しており、出土土器の

総数181点中50点が出土した。食膳具を中心に廃棄したと考えられ、出土した土器の92％が食膳具で、

このうち須恵器無台杯が70％を占める。坂田造跡から出土した須恵器無台杯の79点中35点44.30％がS

D158から出土している。遺物は、遺構床面からの出土は無く、床面より少し浮いた状態で出土してい

る。溝を掘削してから、一定期間空いて廃棄したものと考える。

SD158は、北側が未調査の追構で、今後の調査が行われたとすれば、さらに多くの遺物が出土する

と考えられる追構である。今回出土した土器には、完形に復元できるものはなく 、出土土器の大半を

占める須恵器無台杯は、 全てD縁部が一部欠損するものばかりである。現時点では、調査したSD158 

からこの欠損した部分の口縁部は確認できなかったため、口縁部を一部割ってから廃棄していた可能

性が考えられる。

出土した土器は、 全ての器種において散在するように分布し、据え囮いたような出土状況は確認で

きなかったことから、遺構内に区別無く廃棄したと考える。

また、墨書土器が多く出士し、 SD158から出土した無台杯35点中13点に墨書が施されている。書か

れている文字は「猿口」5点、 「主」ヵ 2点、 「田」ヵ2点、 「十」 「人」各1点、判読不明のもの

が1点である。古代以来の日本の農耕儀礼では、山の神を農耕神 ・田の神（歳神）として迎え入れる

ところから始まるという観念が一般的であったとされている。その際に、水田周辺やその境界付近で

山の神を迎え入れる祭り（祭礼）と宴を行うが、これと 「猿口」の墨書土器の出土地点を関係させる

ならば、 「猿0」の墨書土器は、 山の神やその使者の依代として墨書されたという可能性があると考え、

山の神を耕地に迎えるための祭宴で使用された可能性があると指摘している（田中2007)。

これらのことから、SDl58の土器群は他の一括遺物とは異なった性格を持ち、食膳具を中心に廃棄

した状況と墨書土器の量から、祭祀に使われたものと考える。しかし「猿口」の墨粛が示すものが何

であるかは現時点では不明であり、資料の増加を待ってさらに検討する必要がある。

S E93の一括逍物は、 m章で述べたように、上屈の黒色土層の下部から出土した。上層の黒色土は徐々
に堆精したものと考え、上層の黒色土が堆積してゆく過程で廃棄されたと考える。食膳具・貯蔵具・

煮炊具が一通り出土し、器形が復元できる個体は少ないことから、ゴミ捨て場としての性格を持つと

考える。

3)胎土B・C類の土器について

坂田遺跡2 区• 5区で出土した須恵器無台杯は、胎土の特徴から4種類に分類した。
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第6図

0胎土A類墨書有

●胎土A類墨書無

△胎土B類墨書有

..胎土8類墨書無

〇胎土C・D類墨書無

•その他の器種

※胎土C・D頚に墨書土特は出土していない
Rは2区SD3の報告番号である

坂田遺跡5区SD158 • 2区SD3出土遺物器種別分布図

胎土B・C類に分類した製品は、在地産か他地域からの搬入品かは、現時点で該当する窯跡が確認

されていないため不明である。

周辺で調査が行われている須恵器窯跡は、柏崎市の雨池古窯跡のみで、この他に、刈羽村枯木A追

跡から刈羽窯跡産と考えられている辿物が出土している。胎土B・C類とした遺物は、これら 2箇所

の窯跡の製品と比べても、胎土が異なることから、別の窯跡の製品と考えられる。

胎土C類に分類した遺物は、底径7.0cmと8.4cmの底部破片が2点のみで、 SD158とSP83から出土

した。胎土D類のその他不明の窯跡に分類することも可能であったが、 1 mmほどのやや大きい白色粒

と黒色粒を含む胎土が特徴で、他のものと明確に異なる胎土であったため分類した。軟質で器壁の劣

化が激しいため、底部の切り離しがヘラ切りであること以外は不明である。共伴して出土した胎土A

類の年代から、 9世紀前葉から中葉のものと考える。

胎士B類に分類した遺物は、細片等を含めると、全部で15個体確認できる。法量は 1種類で、口径

13cm、底径7.7cm、器高3.8cmである。ロクロナデを丁寧に行い、器壁の凹凸はほとんど見られない。底

部の切り離しはヘラ切りで、切り離し痕をナデ消している。重ね焼きを行い、口縁外端部は黒褐色か

ら暗赤褐色に変色する。底部の還元は不十分で、にぶい橙色の酸化色である。器形や調整、底部の酸

化状態などから、全て同時に焼成された製品と考える。

確認された器種は、無台杯のみで、他の器種は確認できない。 15個体の無台杯のうち、

書が施されており、これらは全てSD158から出土している。

7個体に墨
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胎土B類の無台杯はSD158の他に、 2区SD 1 ・ S E 93 ・ S D 155から出土している。 2区SDl

では、計4点出土しており、 2区No.7とこの他の未報告資料に、口径12.6cm、底径7.2cm、器裔3.5cmの

ものが1点と、口径12.8cmの口縁部と、底径7.8cn]の底部の破片が各1点出土している。 SD158からは

8点、 SE93からは、底部破片と細片の2点が出土している。 SD155からは、底部破片が1点出士した。

同様の胎土の追物は、現時点で坂田遺跡以外では確認されないことから、極限られた狭い範囲で流

通ししていたと考える。

胎土B類は、胎土A類のNo.53に書かれている「猿口」の墨書が、胎土B類のNo.56• 2区No.42にほぼ

同じ書体で墨書されていることから同時期のものと考えられ、共伴する胎土A類の年代から 9世紀前

葉から中葉の製品と考える。ただし、今回確認できた遺物は同時に焼成した製品と考えられることから、

9世紀前葉から中葉の間で一度のみ操業した窯跡と考える。

これらの製品の技術系譜は、現時点では不明である。 9世紀前葉から中葉にかけての周辺の窯跡では、

類似する窯跡は確認できない。越後の須恵器の特徴をみると、大きく北陸系のものと東海・信濃系のも

のに分けられるが、胎土B類はどちらにも属さないものと考える。周辺地域では類似する窯跡が確認

できないことから、遠隔地からの技術移入が行われた可能性が高いと考えるが、現時点では不明である。

古代越後の土器生産は、 8世紀前半に急速に発展し、須恵器の杯類が日常の食膳具として急速に普

及する（坂井1999)。生産規模はそれぞれ異なるが、郡ごとに生産が行われたとされ、律令体制下で

の生産・流通は、郡司層が関与していると考えられる（坂井1989)。9世紀前半になると、佐渡小泊

窯跡群の製品が流通し始め、消費追跡では在地産と佐渡小泊産の須恵器が共伴して出土する。 9世紀

後半になると、佐渡小泊産須恵器の流通量が増え在地産須恵器を凌駕していき、在地での須恵器生産

は土師器へ移行する。この背景には、在地窯の経営主体であったとされる郡司屈の衰退が考えられる。

操業年代を 9世紀前葉から中葉と想定した胎土B類を焼成した窯跡は、在地における須恵器生産の最

終段階に操業された窯跡と考える。経営主体は、郡司屈の衰退にともない力をつけてきた在地の領主

層などが考えられるが、その生産規模は小さく流通範囲も狭いと考える。

現時点で、胎土B類を焼成した窯跡は確認されておらず、坂田遺跡では、特にSD158の祭祀に関わ

る製品として胎土B類の無台杯を使用したと考える。

2 試掘調査と採集遺物から見た坂田遺跡

坂田遺跡は東西300m、南北780mの約130,000rriという広大な造跡範囲が推定される。坂田遺跡におけ

る2次にわたる本発掘調査は、遺跡の南端部分のごくわずかな範囲を対象としたものであった。坂田

遺跡では、弥生時代以降、中世に至る様々な時代の遺物が採集されている。また、ほ場整備事業に先

立ち、坂田辿跡の広範囲で試掘調査も行った。これら本発掘調査以外の資料は、今まで公表する機会

を得なかったものであるが、坂田迫跡の動向を検討する上で欠かせない資料である。ここで、 これら

の資料を提示したい。

1)坂田遺跡試掘調査の成果

a.調査成果の概要

試掘調査は上沢田遺跡の確認調査とともに行われた。対象となった範囲は、坂田迫跡の想定範囲の
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第7図 坂田遺跡試掘調査 ・遺物採集地点配置図

概ね南半分にあたる、主要地方道高浜 ・堀之内線の南側部分で、対象面積は約96,000面であった。調査

トレンチは第32トレンチから第114トレンチが該当する。第7図は明治年間に作成された土地更正圏に、

試掘 トレンチの位罹と、次項で述べる表採遺物の採集地点を記したもので、図中の数字は試掘トレン

チの位置を示す。坂田遺跡は字下沢田・瀬戸・蓬田に広がりを見せ、試掘調査は字瀬戸・蓬田におい

て行った。試掘調査の成果は第2表の通りである。全83トレンチのうち、 58カ所で追構もしくは辿物

が確認された。検出された遺構にはピット・士坑・溝等がある。ピットは直径20cm~40cn]前後の円形

のものである。土坑には、径lm前後の隅丸方形のものと、直径lmを超える円形の井戸となりうる

ものがある。溝は、幅30~40cmの細いものと、幅lm以上のものがある。遣構翌土の掘削は行ってい

ないため、それぞれの追構の所属時期は不明である。

b.試掘調査出土遺物（第8図）

試掘調査では多饂の遺物が出土しており、特に古代と中世の遺物が多く出土している。また、土師

器の小片も多いが、これらは摩滅が著しい小片が多い。古墳時代に遡る可能性もあるが、時期の特定

に至るものは少ない。ここでは、時代や時期が特定されそうな迫物を中心に因化した。

古代の辿物は19点を図化した。 1~6は須恵器杯蓋である。 1・ 2はボタン状の摘みをもつ。 2は

天井部に広くロクロケズリを行い、内面に箆記号が施される。 3・ 5は天井部から肩部にかけて広く

ロクロケズリを行う。 4~6の口縁端部の折り返しは短い。 7~9は須恵器無台杯である。 7・ 9は
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Tr 古墳・古代 中世 製鉄 遺構

33 ピット5

37 須イr台杯、土小
39 土熊台碗・甕

40 珠片n
42 土熊台碗

45 土甕・小

46 土小

17 土小

48 珠片口V期

49 溝I

54 土小 ピット3,土坑I

55 須甕•土Ilヽ ビット4

56 土小 こl::Jlll2 ピット2

57 須撫台杯、土小多 溝大

60 土小6 白磁Jill底 鍛冶滓

61 須甕 鍛冶滓

64 土小 溝大

65 須甕 溝大

66 土多（赤彩布り） ビット3,土坑I

67 須益4・無台杯4、土

68 土IIヽヽl 溝大

69 珠片口 溝小

70 須甕．土小 珠壷・甕 鍛冶滓

72 須無台杯 溝大小

75 士小

77 須無台杯・甕、土無台碗・小

78 七小多 ピット1

79 ピット1

80 須甕、土小2 溝大？

81 土小 ピット3、土坑2

82 珠蜀 溝小

83 須甕、土小 珠甕、充甕 溝大、方形土坑

84 須甕．土小 越前片口 鍛冶滓 ビット1、溝大

85 土小 珠甕、白磁皿 鉄製品 溝大小

86 土小 ピット1

87 士小6 珠甕4・片ロ ビット3、溝中3

88 珠甕I ピット3、溝小

89 須無台杯． ピットヽI

90 土小、上小 ビット2、溝小

91 須壺、七小 緞冶滓

92 ±,Jヽ 溝小

93 溝中・大

94 土坑、溝小

95 土Ilヽ ピットl

97 ピット1

99 土小2 ピット4

JOO ピット2、溝小

102 須無台杯、土小 珠壷・甕・片口、究甕、宵磁皿 ピット2、土坑l

103 土小 珠壺 ピット1、土坑l

104 須液・無台杯、土小 ビット5,土坑I

105 ＿lこ小

106 土小 瀬戸．香炉 ピット2

108 土I)ヽ

109 珠壷 ピット3、溝小

110 ピット2、溝

112 須必・有台杯、土小 珠壷・片n ビット4

113 ピット2、溝溝小2

114 土小 溝中

※上：」；師器須：須恵器珠：珠洲姿：姿器系小：小片

佐渡小泊窯産とみられる。 9は7に比べて器壁が薄く、

口縁部が大きく開く。 8は灰白色を呈し、器壁が厚く、

体部の開きは小さい。 10は、須恵器の無台盤か。底

径12cm前後と大型で、外面の底部全面と体部下半に

ヘラケズリを行う。内底面には不定方向のナデを行う。

11は須恵器有台杯で、口縁部は内湾気味に立ち上がる。

佐渡小泊窯産と見られる。 12・ 13は土師器無台杯で

ある。 12は外底面がヘラ切り未調整で、体部はわず

かに開きながら立ち上がる。 13は内外面に苅く赤彩

が残る。口縁部は内湾し、外面の口縁端部の下が窪み、

凹線状を呈する。 底部外面は摩滅により不明瞭であ

るが、回転糸切りを行っているようである。 14・ 15 

は士師器無台碗である。いずれも焼成は良好である。

14は、器壁が薄く、外面体部下半にヘラケズリを行う。

16は須恵器壷の底部である。高台は太く、 外側に大

きく開く。体部の立ち上がりは丸みを帯びて大きく

開き、外面にロクロケズリを行う。 17は須恵器瓶類

と見られる。 外面体部にカキメを施した後、体部下

端にヘラケズリを行う。内面は全体に縦位のハケメ

を施す。18は須恵器甕の口縁部である。口径45cm前

後の大型のものである。口縁端部は外側に引き出し、

その下に一条の突帯を巡らす。 19は土師器長胴釜の

頸部である。ロクロ成形によるもので、体部上端に

カキメを施す。これら、古代に属する遺物には、坂

田遺跡5区などとほぼ同時期にあたる 9世紀前半代

のものの他に、2の須恵器杯蓋、 12・ 13土師器無台

杯などの8世紀中葉から後半頃に位置付けられるも

のがある。

中世の追物は10点を固化した。 20• 21は土師器皿

である。いずれも手づくね成形によるものである。

20は体部と底部の境が不明瞭で、口縁端部は内湾する。
第2表試掘調査結果一覧表 21の口縁部は、ヨコナデを行うことにより薄くなり、

体部と底部の境に沈線が巡る。22は青磁碗で、体部に片切彫による連弁紋を持つ。 23は白磁皿で、底

部内面に圏線が巡る。施釉は高台内部に及ぶ。 24は珠洲の片口鉢で、口縁端部は若干内傾し、波状紋

が施される。 25は越前の揺鉢である。赤褐色を呈し、内面に幅29mmに9目の卸目が深く施される。 26・ 

27は珠洲壷で、 26は底部の破片である。底部の糸切り痕は消される。 27は体部破片で、外面にやや細

めの叩き具痕が綾杉状に並ぶ。 28は珠洲甕の体部である。焼成は軟質で、外面の叩き具痕は幅が広い。

中世の遺物にも、時期差が認められる。 土師器皿は13世紀から14世紀代に位置付けられ、白磁皿は13
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坂田遺跡試掘調査出土遺物
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世紀頃の所産と見られる。青磁碗は14世紀中葉から15世紀前半頃のものと見られる。珠洲は壷の体部

破片が吉岡氏の編年の皿期からIV期頃、片口鉢がV期と見られる。越前の揺鉢は16世代と見られる。

これら、土器類の他に製鉄に関連する遺物も出土している。 29は輔の羽口の破片である。直径は7.5

cm前後に復元され、外面に調整痕は見られない。胎土に径2mm前後の礫とスサを少量含む。外面の一

部が被熱により黒色に変色する。この他に少旦であるが鍛冶滓も出土している。

c.まとめ

坂田遺跡の試掘調査では、古代では8世紀後半頃から 9世紀前半の遺物が、中世では13世紀代から

16世紀代までという、時期幅がある追物群が確認された。これらの追物を古代と中世に分けて、その

出士地点のまとまりを整理したものも第8図に記した。古代に属する遣物は、対象地の西半部に大き

なまとまりがり、迫物の出士量も多い。今回の発掘調査区である 5区は、この追物出土範囲の西南端

に辺り、南側に丘陵の裾が近接することから、9世紀代の集落の縁辺部に近いものと見られる。中世

の遺物は、数 トレンチでまとまって出土する傾向を見て取ることができる。また、5区調査区の中で、

中世の遺物が出士したSEl45付近にもまとまりがあり、発掘調査の成果と整合する。古代と中世の遣

物出土範囲のあり方は、それぞれの時代における集落形態の違いを反映している可能性がある。ここ

では検出された遺構の時期が明らかとなっていないため、遺物と遺構の関係については検討を行わな

かった。今後は、遺構の時期の検討により、さらに遣跡の様相を明らかにすることができるであろう。

2) 坂田遺跡(“館屋敷”)採集の遺物

柏崎市西山町坂田字下澤田には、地元で“館屋敷＂と俗称される区域がある。坂田川左岸で、現集

落域よりもやや下流（南西）側に位饂する。 “館屋敷”の地名は、この周辺に中世の館跡があること

を想起させるが、すでに鳴海忠夫氏が「坂田館跡」として紹介しているところである ［鳴海1988]。

その後、同氏は明治期の1日土地更正図をもとに館の構造を考察し、採集した追物から存続時期を検討

している ［鳴海1992]。 “館屋敷”の発掘調査は実施されていないため、実際の遺構を検出するには

至っていない。しかし、造物が多く採集されており、遺跡の状況を垣間見ることができる。本項では、

旧西山町教育委員会で保管されていた過去の採集造物と平成20年度に当市教育委員会が採集した遺物

を紹介しておきたい。

a.鳴海忠夫氏採集遺物 ［鳴海1992]

まず、鳴海氏によって採集された遺物を概観する。追物は、古代～近世の土器 ・陶磁器、鉄滓など、

100点以上に及ぶ。おもに館の中央～西側に分布し、東側に少ないことから、主要な施設が西側（東側

に推測する門からみて奥側）にあったと想定されている。

遣物の内容は、古代の須恵器・土師器、中世の青磁・白磁・瀬戸美濃 ・珠洲・越前、近世の肥前な

どの陶磁器、そして時期不明の鉄滓である。氏の報告によれば、青磁12点（端反碗6点・箆描蓮弁文

碗 1点・箆線描蓮弁文碗l点・雷文帯碗1点 ・直縁無文碗1点・稜花皿l点・無台皿1点） ・白磁4

点（うち玉縁口縁の碗1点） ・瀬戸美濃 9 点（天目茶碗 2 点•平碗 2 点 ・卸皿 1 点・小皿類4 点） ． 

珠洲70点余（うちロクロ成形の壺2点、鉢10点余、珠洲系の鉢1点） ・越前6点（甕．壺） ・越前に

類似する陶器（荒器系ヵ） 2点で、青花や中世土師器はない1)。これらの時期は13世紀～16世紀前半（中

心は13~15世紀）と考察されている。
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b. 旧西山町教育委員会保管遺物（第 9 図30~41• 第10図 i)

地元で採集され、旧西山町教育委員会で保管されてきた遺物である。現在33点が当市教育委員会に

保管されている。

概 要 一部は複数の茶封筒に収められていたようであり、 「（C)坂田出土．須恵器の（二）

／昭和三九．四． 二四 中村孝三郎氏の鑑定」などの記載がある。また、別の紙片には「S三九．四．

ニ四 十四点／外ニー点」ともあるので、当初は35点あったようである。 『西山町の民俗と文化財』

には、 「坂田字下沢田西方の俗称『たてやしき』という処に、一ヘクタールの畑がある。耕作の際鍬

の先から土器の破片が発見される。現在、発見されたものは 1 やよい式土器 一点 2 はじ器

五点 3 すえ器 七点 なお、畑の中ほどに鉄滓（鉄くず）、南西部地下三十糎ほどの処に直径ー米

位の石が埋まっている。」とある［西山町文化財調査審議会1970]。昭和44年9月1日、このうちの

弥生式土器1点、 土師器5点、須恵器4点が旧西山町の文化財として指定されている。現存する33点

はいずれも小片であるが、弥生時代もしくは古墳時代の土器4点、須恵器6点、珠洲（系） 7点、越

前3点、その他陶器 1点、中世土師器2点、鉄滓1点、礫石類9点といった内容である。このうち13

点を図化した。

各 説 30は、壺形土器もしくは甕形土器の底部片である。胴部内面に横位、外面に縦位の刷毛

目がわずかにみられる。張紙に「ヤヨイ式」とあるが、古墳時代の可能性もあり、詳細な時期は不明

である。

31 ・ 32は須恵器で、いずれも甕の体部片である。 31は、内面が同心円文と平行線文の重複、外面が

格子文となっている。 32は、内面の当て具痕が同心円文、外面の叩き目が平行線文であるが、平行線

文には木目とみられる斜位の線が入るので、斜格子状となる。

33は、中世土師器皿の口縁部片である。手づくね成形であり、中世前期のいわゆる「京都系第1波」

に由来するものである。底部を画する口縁部外面の横ナデはみられるが、 2段ナデなどの調整はすで

に形骸化した段階と思われる。ただし、内外面とも損傷を受けており、詳細な観察はできなかった。

13世紀の所産と考えられる。

34は、越前の壺もしくは甕で、底部の小片である。詳細は不明である。

35~41は、珠洲もしくは珠洲系陶器に分類される。35~37は、叩き成形による壺もしくは甕である。

いずれも胴部の小片で、外面には叩き目、内面には不明瞭ながら当て具痕がみられる。 35には頚部へ

の接続部があり、小型の壺の肩部と目される。 38は、ロクロ成形の壺の胴部下半～底部である。内面

には成形痕が明瞭で、底部切り離しは静止糸切りによる。 39は、鉢の口縁部片である。器面の損傷が

著しい。口縁が方頭で水平となる形態は吉岡康暢氏の第W2期 (14世紀前葉～中葉）頃に多くみられる

［吉岡1994]。40は、鉢の底部片である。卸し目は、幅8~ 9mmの4目が 1単位とみられる。底部切

り離しは静止糸切りである。底部外面が内面よりも摩滅している。 41は、鉢の底部片である。卸し目

は幅8mmの4目が1単位となっている。底部外面には、静止糸切り痕がみられる。胎土には黒色の微

粒が多く含まれ、白色粘土粒もみられる。内面は使用によって摩滅している。全体的に灰白色を呈し

ており、産地を珠洲に断定できないため、珠洲系陶器としておきたい。珠洲と対比すれば、第lI期 (13

世紀前半）頃の所産とみられる［吉岡1994]。

iは、鉄滓である。 一方が厚く、やや湾曲する形状から椀形鍛冶滓の破片と思われる。表面には銹
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化物が部分的に付着しており、破面には気孔がやや多くみられる。メタル反応はない。

c.平成20年度採集遺物 （第9図42~54・第10図ii~ix) 

平成20年度、市教委は新潟県中越沖地猿の災害復旧事業である19災河第926号 2級河JII坂田川筋河

川災害復旧工事に係る工事立会を実施した。 ‘‘館屋敷”にも接する坂田川での工事であることから、

周辺の現地踏査を行った際に追物を表面採集している。現地踏査は、 4月8日・ 16日・ 5月9日・ 19日・

6月6日に実施した。

概 要 採集した迫物は、すべて小破片であるが、合計95点を数える。種別には、須恵器18点・

青磁 1点・瀬戸美濃3点・珠洲（系） 20点 ・越前3点・常滑 1点・瓦器 1点・近世陶磁器10点・素焼

きの不明土器28点・鉄滓8点である。本項では13点を図化した。

95点のうち、 8割以上となる79点は、想定される館の北西部から南西部にかけての畑地で採集され

ているが、この状況は鳴海氏の所見とおおむね一致するものといえる。館の東部には、耕作の際に不

要となる礫石を集積した地点があるが、その地点から須恵器 1 点•青磁 2 点 ・ 珠洲 2 点 ・ 素焼きの不

明土器4点・鉄滓7点の合計16点が採集されている。時期の特定はできないが、 8点中7点の鉄滓が

その地点から採集されていることに注意しておきたい。後述するように、鉄滓は椀形鍛冶滓と考えられ、

すべて同時期の所産であれば、付近に鍛冶に関連する施設があったことが推測される。

各 説 42~44は、須恵器である。 42は、杯蓋の口縁部片である。端部のつまみ出しはやや小振

りである。胎土から在地産と思われる。 43は、杯類の口縁部～胴部片である。内外面にはロクロ成形

痕があり、端部は重ね焼きによって幅約8mmが黒色になっている。佐渡小泊窯産である。器形や口径

から、時期は春日真実氏のVl期 (9世紀前葉）頃と思われる（春日1999)。44は、有台杯の胴部下

半～底部片である。高台の断面は方形で、端面が窪む。在地産である。内面が摩滅しているのは使用

痕と思われるが、胴部外面はそれ以上に摩滅しているので、再利用の可能性も考慮しておきたい。

45は、青磁の碗で、胴部下半～底部片である。胴部外面には、片切彫の鏑蓮弁文を持つが、小片の

ために蓮弁の幅や間弁の有無は不明瞭である。底部は厚く、高台は断面が四角形で、畳付と高台内は

蕗胎である。上田秀夫氏のB-1類もしくはB-I'類 (13世紀後半～14世紀前半）とみられる（上田

1982)。

46は、瀬戸美濃の反り皿と目される口縁部～胴部上半の破片である。大窯第1~3段階 (15世紀後

葉～16世紀中葉）と思われる（藤澤2001)。47は、底部の小片である。外面には回転糸切りによる切

り離し痕がある。釉薬はみられないが、灰色の胎土などから瀬戸美濃の合子などが考えられる。なお、

図化はできなかったが、天目茶碗の胴部下半の小片が1点ある。外面には錆釉が施されている。

48~50は、珠洲もしくは珠洲系陶器である。 48は、甕の口縁部片で、第皿期 (13世紀中葉～後葉）

の形態と目される ［吉岡1994]。49は、壺もしくは甕の胴部片である。 50は、鉢の底部片である。内

面は摩耗によって、卸し目は不明瞭であるが、幅1.4cmに8目が蜆察される。焼成は不良で、胎土には

白色微粒が多く含まれ、径1mmの灰色粒 ・白色粒などもみられる。 41に類似しており、珠洲系陶器と

しておきたい。

51~53は、珠洲（系）以外の陶器であるい。51は、壺の口頚部片で、産地は不明である。近世の可

能性がある。 52は、越前の壺もしくは甕の胴部（肩部）片である。外面には、短い縦画 (1.0cm) とそ

の下に長い横画 (2.8cm以上）の刻印の一部が観察される。 53は、常滑で、甕の口縁部片である。口縁
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［上面］ ［下面］ ＞
 

第10図 坂田遺跡(“館屋敷＂）採集鉄滓（約 1: 3) 

部の縁帯が上下方向への拡張が進んだ形態で、幅は4cmに及んでいる。内外面は横ナデされるが、内

面には粘土紐を接合した痕跡がみられる。 50cm以上の口径が推計されるので、法羅が大きいことが想

定されるが、器形の歪みによるものである可能性も考慮しておきたい。口縁部の形態から、中野晴久

氏の第7型式期 (14世紀前半）の所産と考えられる（中野1994)。ただし、近年では同型式の出現は

13世紀にさかのぼるとの見解が示されている（中野2005)。

54は、瓦器で、風炉の口頚部である。頚部が直立する形態で、外面にはスタンプ文が施されている。

文様は巴文が不明瞭になったものであろうか。胴部の形態や文様帯が不明であるため、水澤幸一氏が

分類する風炉I~IV類で、 14世紀末～16世紀の所産とされる（水澤1999)。

ii~ ixは、鉄滓である。平坦面や緩い湾曲部分がみられたため、いずれも椀形鍛冶滓の破片とみら

れる。メタル反応はない。iiは、段状で、破面には径数mmの気孔が多い。iiiは、上面が流動状で、下

面には径 1mmの気孔と凹凸が多い。ivは、上面に径 1mmの気孔が多く、破面には径5mmの気孔がみら

れる。 Vは、破面が緻密であるが、下面に大小の気孔がみられる。 viは、表面が全体的に銹化物で覆

われる。破面には径 1~ 3mmの気孔が多い。 viiは、表面に大小の気孔が多い。下面には銹化物が部分
的に付着している。 viiiは、偏平な形態で、上面には径 1cmほどの窪みがあり、下面は流動状であるが、

径1mmほどの気孔が多い。 ixは、上面が銹化物で覆われている。下面は凹凸が多い。

d. まとめ

以上のような遺物から、本遺跡が弥生もしくは古墳時代・古代・中世が複合する追跡であることが

わかる。弥生・古墳時代については、追物が少ないために今後の調査に委ねることとするが3)、古代・

中世の‘‘館屋敷＂について、簡単にまとめておきたい。

古 代 須恵器杯 (43)を9世紀前半頃と推測したが、他の須恵器もそれと前後する時期の範囲

に位置付けることができよう。したがつて、距離をやや隔てるが、 “館屋敷”と今回の発掘調査区域

とは、時期的な重複があることになる。 ‘‘館屋敷”における具体的な遺構などは明らかにできないが、

該期における集落のあり方や開発の状況を検討する資料になり得るであろう。

中 世 鳴海氏の報告と同じように、今回報告した遺物も13~15世紀が中心である。ただし、時
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番号 積i別 器種 法量 <cm) 焼成 色IJII 時期 9l.,... 

I I須恵器 杯壺 不良 灰白 古t 67いレンチ
2 I須恵器 ―瀦§ 灰 古代 IO<Jfvンチ
3 I須．直器 -；燕 灰 古t 67トレンf
4 須恵器 -澄租 ロ径13.0 n 古t 67トレンチ
5 I須恵器 浦径 に1径14.2 灰 ? t> 112トレンf
6 I須恵器 不蓋 ロ径14.0 灰 古t 67卜Vンf

7 須恵器 無台杯 器ロ径高11.0 底径7.5 良 灰 古代 104トレソチ3.2 
8 I須恵器 無台杯 口径12.0 良 n l'?i" —し； 67トレソチ， I須恵器 無台杯 ロ径12.0 良 m 古 t 102トレンチ
L!.Q_ 

冒
盤 底径14.8 艮 n 古 t 91トレンチ

! I12 I 
布台杯 ロ径14.0 良 灰 I古 t U2トレンチ
,..：台 1 底径9.3 やや不良 浅黄橙 l古代 94トレンチ

13 ぼ台1 ロ径!30底径7.4 良 ~I\者与庶 ,,ベ 内外而赤彩 66トレンチ
14 摂台 ~i ロ径13.0 良 にぶい黄橙 古t 42トレンナ
15 士師器 摂台油 咋 1

'"・ 0 良 にぶい岱磁 古 t 39トレンチ

已鼠；
'＂→ 
8.4 良 姐 n7

古 rt 91トレンチ
底 9.0 良 灰 l古代 100トレソチ

日 口 46.0 良 灰 古代 79トレンチ
良 にぶい 古代 39トレンチ

20 器 llll 口径12.0 良 にぶい れ橙 13世紀 94トレンチ
21 器 lm ロ径JO.0器高2.I 艮 にぷい 13世紀 56トレンf
22 碗 ロ径13.0 良 （胎）灰 - r如オリープ灰 14世紀中栞～15世紀 102トレンf
23 白磁 碗 布台径5.4 良 （胎）灰 - （釉）灰白 13世紀 85トレンナ
24 珠洲 片口鉢 良 灰白 V期 48トレンチ
25 田V前 揖鉢 良 にぶい橙 16世紀 84fレンチ
26 珠洲 壷 底径9.8 灰 中世 102トレンチ
27 珠洲 罷 灰 中世 82トレンチ
28 珠洲 壷 灰白 中世 85トレンチ
29 羽 n 外径7.0 浅黄橙 93トレンf
30 壺 ・甕形士器底径46 褐灰 哨て生～古m 張紙 1ヤヨイ式J
31 須煎器 .J1J ;r; 

古代 張紙 1スエキ(-)l 
32 須恵器 甕 灰 ．灰赤 古代
33 中世土師器 皿 にぶい橙 13世紀 張紙 Iハジキ1
34 醐前 l壺 ．甕 にぶい褐 I中世
35 珠洲 I壺 黄灰 I中世 張紙 1スエキ(-) I 
36 珠洲 I壺 ・甕 艮 灰 中世 張紙 lスエキ（ ） 1 
37 珠洲 怜 ．翡t 良 褐灰 1中世
38 珠洲 壺 底径8.2 良 灰 1中世
39 珠‘H 自 灰 14世紀前莱～中葉
40 珠 底径JO.9 艮 灰 1中世
41 . I菜 底径I3.o やや不良 灰白 13世紀前半 張紙 Iスエキ（七） 1 
i れi形鍛冶滓 5. 9 X4. 5 厚 1.7 暗宵灰 （頂茄 70.I" l 
12 I多I1器 杯菊 ロ径11.0 やや不良 黄灰 古代
43' i]器 杯 ロ径12.0 良 灰 9世紀前1菜
44 、、 I•TJl器 有台杯 晶台径7.6 良 黄灰 1古代 館北西部採集
45 磁 珈 心台径5.3 良 （胎）鉗灰 （釉）灰オリ プ 13世紀後半～14世紀前半 館東部採集
46 瀬戸災濃 反りJill 良 （胎）灰白 （釉）灰白 15世紀後葉～16世紀中菓
47 渭l戸泊濃 I合子ヵ I底径2.8 良 にぷい苗橙 I中世 館北西部採集
48 珠洲 甕 良 胄t灰 13世紀中菓～後狼
49 珠洲 I壺 ・現 やや不良 灰白 中世
50 P ガ洲系 Q 底径14.6 不良 灰白 中tit 館北西部採集
51 不UnI畑器） 而 ロ径12.8 I良 （胎）灰 （釉）暗赤褐 |訴-tlt;/J 館南西部採集
52 よ 前 壺 ・甕 艮 灰掲 中世
53 1, 滑 甕 口1釜566 E にぶい橙 (13泄紀～l14世紀前半 館北西部採集
54 瓦器 風炉 ロ径28.1 不良 （外）灰策 （内）浅黄椛 MII!：紀末～16世紀 館北西部採集
ii 鉄滓 冶滓 8. 2Xi. 5/! 1.0 オリープ煎 （頂放378.0£) 館東部採集
iii 鉄滓 冶滓 5. 2 X 5. I /~ 3. 1 オリープ黒 "（飛118.8 o) 節東部採集
w 鉄滓 5. I X3. 0 Jl 2.8 オリープ黒 重飛 86.3 e. l 餌宙部採集
V 鉄i 5. 3 X 3. 7)! -I. 4 オリープ出 軍 ;IK48. 0") 餡東部採1'
vi 鉄i 4. 6X4. 0 J! .2 0 船 Ylf1it 54. 6 1ct 館東部採1i
vii 鉄i、 冶滓 6. 9X 5. 3 暉2.l オリープ品 は謙立胆23.4 e: 館束部採パ
V•9•・9 鉄i.， 冶滓 5.9X4.5 /!;1.1.7 オリープ晶 70. I又 館東部採
ix 鉄i‘

ら

4 -． 5 9X4.5 1*1.7 オリープ黒 70. I " 

第3表 坂田遺跡試掘調査主要出土遺物 ・‘‘館屋敷＂主要 採集遺物一覧表

期を特定できた珠洲などの陶磁器類には、 13~14世紀の製品に比重がある。特に、遠隔地からの流通

品である常滑甕 (53)は、新溺県では出土例が少なく、特箪すべきである。該期の豊富な物流の状況

が推察されよう。 15世紀についても、瓦器風炉 (54)の存在は領主階級との関わりを示唆している（水

澤1999)。坂田川の対岸で、近位置にある町口逍跡(14~15世紀）との関係などを検討する必要があろう。

註

1)分類の名称は筆者による。

2) 51 ・ 53の産地については、垣内光次郎氏（財団法人石川県埋蔵文化財センター）から写真をご究いただき、 ご指導 ・

ご助言を賜った。

3)鳴悔忠夫氏のご教示によれば、 氏が報告した以外にも古墳時代と思われる迫物があったとのことである。弥生時代

については、他の地点も含め、今のところ本瑣跡では不明確である。
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3 調査成果のまとめ

1)遺跡の概観

坂田遺跡では、平成17年度と今回の二次に渡って本発掘調査を行った。しかし、調査面積は合計で

約l,080n-iと追跡全体から見れば極わずかなものであり、調査地点も遺跡範囲の縁辺部という極限られ

た範囲におけるものである。そのため、本報告書では、試掘調査の資料と表面採集資料を合わせて報

告することにより、坂田遺跡の様相をできるだけ把握することに努めた。ここで、坂田遺跡の全体を

概観し、まとめとしたい。

坂田遺跡では弥生時代以降の追物が出土しているとされてきた。しかし、今回検討した遣物の中で

は弥生時代に属すると認められるものは確認できなかった。坂田遺跡で遺物が定蘊確認できるように

なるのは8世紀後半頃からのことであり、 9世紀代には、遺物泣が増加するとともに集落の様相も次

第に明らかとなっていく。本発掘調査で確認された遺構には柱穴と見られるピットや井戸・土坑、集

落を区画する可能性がある溝、畝状追構などがある。建物の配置などの居住域の詳細は、調査区が狭

小であるため明らかにはできなかったが、居住域に隣接する畑地が存在する。この居住域と畑地との

間は溝によって区画されており、祭祀に用いられたと見られる土器が廃棄された。この祭祀は、農耕

に関わるものである可能性が指摘される。出士した須恵器には周辺の遺跡で確認されていない胎土や

調整のものが一定猛確認された。当期は、郡が関与する須恵器生産が衰退する過程の時期であり、国

術勢力が関与したと見られる佐渡小泊窯跡群産の須恵器が越後国にまで流通する。坂田遺跡において

も佐渡産の須恵器が一般的となる中で、限定的に生産されたと見られる須恵器が出土していることから、

領主層などの在地の有力者が須恵器生産に関与した可能性が想定された。別山川流域には、寺社や在

地有力者に関わると見られる追跡が見つかっており、郡司摺の衰退の裏で、肥沃な生産力を背景にカ

を付けてきた者がこの地域に現れてきたものと考えられる。古代の遺物は9世紀前半から中頃に最も

多くなるが、今回の発掘調査区内では10世紀代以降の様相は不明瞭である。

中世では、13世紀代以降に遺物が確認できるようになり、 16世紀代に至る様々な追物が出土している。

特に、館屋敷と呼ばれる地点では、地表で多数の追物が採取されており、その質や旦は坂田遺跡の他

の地点とは異なる様相を示す。館屋敷では館跡の存在が指摘されてきたが、今回の検討でも、他の地

点とは異質な様相を見て取ることができた。発掘調査を行っていないため迪構の状況は全く不明であり、

さらに検討を要するものではある。

2)まとめと今後の課題

坂田造跡は、 別山川上流域における大規模な集落迫跡の一つである。別山川流域では近年、集落追

跡の調査事例が増加している。坂田追跡では、古代と中世の遺物が主に確認されているが、周辺の遺

跡では古境時代前期以降、様々な時代の集落遺跡の調査がなされている。特に、坂田地区に限ってみ

ても、坂田）lIの対岸に位罷する町口追跡を始め、周辺で多くの追跡が発見されて発掘調査も行われた。

これらの遺跡には整理作業中のものが多いため、今後は坂田地区における遺跡の変遷やそれぞれの関

係を捉えることが必要である。その上で、別山川流域における遺跡の展開、柏崎平野における位置付

けなどを検討するごとにより、地域の歴史がさらに明らかとなっていくであろう。
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遺構属性表

遺構
莉且別 グリッド

1兒移
表面覆土 所見・きり合い 出土迫物 Viii考番号 長前h 短軸 深度

2 ピット Y-7-6 28 27 2l 暗褐色粘十
3 ピット Y-7-16 26 25 28 黒褐色粘土
4 ピット Y-7-17 27 25 20 黒褐色粘土
5 ピット Y-7-17 35 33 14 II音灰色粘土 土
6 ピット Y-7-17 26 20 8 暗掲色粘土
7 ピット Y-7-17 17 13 4 黒褐色粘土 ± 
8 ピット Y-7-17 24 19 8 II音褐色粘士， ピット Y-7-18 35 30 21 暗灰黄色粘土 10・11→9 
LO ピット Y-7-18 15 13 5 暗灰黄色粘土 10・ ll→9 ± 
11 ピット Y-7-18 41 25 17 暗褐灰色粘土 10・ l l→9 
12 ピット Y-7-18 27 23 8 暗褐色粘土
13 村：穴 Y-7-18 27 15 24 暗灰色粘土
14 ピット Y-7-18 13 12 8 暗褐色粘土
15 ピット Y-7-20 31 30 5 灰焚色士 須•土
18 ピット Y-8-16 31 30 25 暗灰色粘土
19 ピット Y-8-11 23 23 4 暗灰褐色粘土 20→19 
20 ピット Y-8-11 21 19 6 II-音掲’ 1も土 20→19 
22 ピット Y-8-12 29 12 16 暗灰 t色粘十
25 村穴 Y-8-13 33 26 22 暗褐 1祈古土
26 ピット Y-8-13 36 33 26 肝音褐1 和古土 土
27 ピット Y-8-13 32 27 13 褐灰色粘士
28 ビット Y-8-14 24 23 12 II音褐色粘土
29 在穴 Y-8-14 25 23 46 暗寄灰色粘土
31 ピット Y-8-9 29 26 19 暗肯灰色粘土
32 ピット Y-8-9 31 24 25 灰黄褐色粘土 33→32 
33 ピット Y-8-9 34 24 19 暗褐色粘土 33→32 
34 ピット Y-8-14 30 28 37 暗褐色粘士 35→34 
35 ピット Y-8-14 20 15 26 暗褐灰色粘土 35→34 
36 柱穴 Y-8-14 35 33 29 灰四→坪占土
37 ピット Y-8-15 22 20 12 暗褐 岸占ゴこ 38→37 
38 ピット Y-8-15 28 21 13 暗褐 床占土； 38→37 
39 ピット Y-8-14 31 21 34 灰― -i色粘土 40→39 ± 
40 ピット Y-8-14 35 25 18 暗 1灰色粘土 40→39 
41 ピット Y-8-15 24 18 ， II音 1色粘土
42 ピット Y-8-10 57 50 30 鞘f 色粘士 43・44→42 
43 ピット Y-810 24 13 26 暗'1色粘土 43→42 
44 ピット Y-8-10 50 19 59 暗 ~'色粘土 44→42 断而崩落のため詳細不明
45 在／＼ Y-8-10 25 24 25 灰寅色粘土
47 ピット Y-8-15 23 22 37 暗褐色粘土 SB-1P2 
48 在ノ＼ Y-8-15 22 12 21 暗褐色粘土
49 柱穴 Y-8-10 26 23 16 暗灰共色粘土
50 ピット Y-9-6 24 20 11 暗褐色粘土
51 ピット Y-9-6 27 27 28 暗褐色粘土
52 ピット Y-9-6 28 25 36 暗褐色粘土 53→52 SB-lP3 
53 ピット Y-9-6 25 23 37 II音宵灰色粘土 53→52 
54 柱穴 Y-9-11 91 31 52 褐灰色粘土
56 狂穴 Y-9-6 35 28 39 II音褐色粘土 土
59 井戸 Y-9-17 134 112 119 褐灰色粘土 須 ・士
60 ピット Y-9-7 28 23 28 暗竹灰色粘土 SB-1P4 
63 柱う穴 Y-9-7 34 32 35 暗褐色粘土 64→63 
64 ピット Y-9-7 29 23 21 灰黄褐色粘土 64→63 
65 溝 Y-11-8 190 88 20 暗赤褐色粘土 65→66 須 ・土
66 ピット Y-11-8 3 i 30 10 暗赤灰色粘土 65→66 須
67 ピット Y-11-8 31 30 16 黒掲色粘土
68 ピット Y-8-13 25 22 23 暗褐色粘士 土
69 在穴 Y-8-16 34 30 黒褐色粘土
70 柱穴 Y-8-15 33 32 黒褐色粘土
71 溝 S-14-20 104 71 6 策灰色粘土
72 ピット S-14-19 27 25 38 黒褐色粘土
73 i蒋 Y-9-9 210 21 8 黒褐色粘土 137→73 須
74 召王穴 Y-9-9 42 30 47 暗褐色粘土 73→74 
75 枯t. Y-9-9 55 21 5 暗褐色粘土 多頁 •土
76 土坑 Y-9-11 161 82 41 黒色粘土 須 ・十
78 i蒋 Y-9-5 33 38 8 褐灰色粘土
79 ピット Y-9-5 27 26 12 11音枯易生粒占ゴこ
80 ピット Y-9-5 39 37 40 黒褐土床占土 十
81 ピット Y-10-1 25 16 JO 褐灰 ．粘土 須•土
83 ピット Y-10-7 45 39 13 褐灰 ：米占ゴニ 157→83 須 •土
84 ピット Y-10-J 36 35 16 褐灰色粘土
85 i蒋 Y-10 310 115 13 黒褐色粘士 須 ・1：：
86 柱主穴 Y-10-6 30 21 62 灰色粘士
87 仕穴 Y-10-2 36 36 22 黒褐色粘土
88 ピット Y-10-2 20 17 29 ＂音褐色粘土 須
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辿梱
種別 グリッド

短}枡i
表面裂土 所 兄 ・きり合い 出土迪物 仰 考

番 号 長ililh 短 軸 深度
89 ピット Y-10-3 30 27 61 暗褐色粘土
90 ピット Y-10-3 17 l5 12 暗褐色粘 土 須•土 SB-3P4 
91 溝 Y-10-3 273 21 10 褐｝火色粘土 92→91 2区SD6と繋がる
92 楕't X-10-23 72 28 29 灰 黄褐色粘：ヒ 92→91 
93 ｝キ戸 X-10-25 284 152 129 黒 色粘土 須 ・士 艇m土器出土
94 ピット X-ll-17 50 36 28 灰 焚褐色粘土 SB-2Pl 
95 ピット X-12-13 16 16 14 暗褐色粘士
96 ピット x-ll-18 21 16 14 暗灰色粘土 SB-2P2 
97 柑ラ穴 X-11-18 24 23 34 黒色枯 土
99 溝． X-11-18 138 27 11 暗宵灰 色粘：1-: 99→ 100→101 
100 ピット X-11-19 38 33 15 暗青灰色粘土 99-•100• 101 SB-2P3 
101 ilIt X-Ll-19 330 22 12 暗褐 色粘 土 99→ 100→10 L 須
102 ピット X-11-19 24 20 11 灰黄褐 色粘士 SB-2P4 
103 i悔 X-11-19 230 32 15 暗 脊灰色粘土 103→ 101・104
104 ピット X-11-15 28 24 59 黒褐色粘上 103→ 101 ・ 104 
105 溝 W-13-3 126 40 12 暗 杏灰色粘士 須•土 2区SD17bと繋がる
106 土坑 W-13-4 60 52 l8 暗褐灰 色粘土 須
l08 柑ヲ穴 V-13-19 34 33 28 黒褐 色粘土 137→107→108 
109 ビット V-13-18 28 28 17 黒褐 色粘土
111 ピット V-13-19 21 20 10 褐灰色粘士 SA-1P4 
112 ピット V-13-15 26 24 21 褐灰色粘 土 SA-1P3 
115 ピット V-13-15 21 18 14 図灰色粘 土
116 ピット V-13-15 33 30 21 暗褐色粘土 土
117 ピット V-13-10 40 33 22 灰褐色粘土 SA-1P2 
118 ピット V-13-5 32 30 39 灰褐色粘 土
119 ピット V-13-10 19 18 5 I褐灰色粘土
120 ピット V-13-10 33 31 16 褐灰色粘士 須•土 SA-1 Pl 
121 柱：穴 V-14-19 39 34 56 褐灰色粘土
122 ピット U-13-25 34 31 36 灰褐色粘土
123 ピット U-13-25 l9 16 6 褐灰色粘士
127 溝！ U-13-20 75 25 6 褐灰色粘 土
128 ピット U-13-16 30 25 10 褐灰色粘土
129 ピット U-13-16 26 25 7 褐灰色粘土
130 ピット U-14-1 I 37 34 6 灰黄褐色粘 士
134 ピット V-13-19 30 11 18 節灰色粘土 SA-1P5 
136 柱穴 W-13-3 31 16 23 暗f肯灰色粘土 須 •土
137 溝 U-13-15 488 38 16 オリープ色黒粘土
139 i蔀 x-12-11 130 48 12 暗緑灰色粘土
140 ビット X-ll-15 40 24 12 黒褐色粘 土
141 溝 X-12-6 86 142 34 灰色砂質土 須
143 ピット X-12-7 31 29 35 暗宵灰色粘士
144 溝 X-12-7 102 48 26 黒色粘土
145 井戸 X-12-8 158 112 175 黙色粘士 須•土 ・ 白 ・＾
147 溝 X-12-3 160 36 22 灰色粘土 土
148 ピット X-12-4 22 16 18 黒褐色粘土
149 ピット X-12-4 23 10 10 ＂町判灰色粘土
150 溝 W-12-25 83 48 10 緑灰色砂質土 土
151 溝 W-12-25 88 38 16 オリープ色黒粘土 須•土
152 i絆 W-13-21 36 22 6 緑灰色粘土
154 溝 W-13-21 82 42 5 暗宵灰色粘土 土
155 溝 W-13-21 50 28 5 緑灰色粘土 須 ・士
157 溝 Y-10 186 342 36 オリープ色黒粘土 須 ・士
158 溝 x-11-20 200 340 16 暗緑灰色粘土 158→93 ・ 159 須•土 2区SD3と同一
159 ピット X-11-21 27 11 21 黒褐色粘 土 158→ 159 
160 溝 X-11-24 96 25 12 暗青灰色粘土
161 l::゚ット X-11-24 25 22 27 黒色粘土
162 ピット X-11-25 22 14 41 褐灰色粘土
l63 柱穴 X-11-20 21 20 31 黒色粘土
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遺物観察表

地
出土

積別 器種
法汎：（cin) 胎土

焼成 製数等 偏考
地点 口径 底径 器窃 令有物 色訓 分類

I s-120 須恵器 杯磁 ¥2.1) 白色・透IJ]・骨針 灰 遠元・良
内外面：ロクロナデ
天井部：ヘラケズリ

2 S-93 須忠器 引’台杯 12.8 (4.S）) 白色士窮l 灰 遠元・良 内外ffii：ロクロナデ

3 S-93 須恵器 無台杯 11.6 7.2 27 白色・透明 灰 D 還元・良
内外面・ロクロナデ

鉄分吹き出し
底部：ヘラ切り

4 S-93 須恵器 無台杯 12.2 68 3.3 白色・透明 灰 A 還元・良
内外ifii：ロクロナデ
底部：ヘラケズリ

5 S-93 須恵器 無台杯 12.2 (2. " 白色・透191・骨針 灰 A 遥元・良 内外面：ロクロナデ 欽分吹き出し

6 S-93 須恵器 無台杯 12.2 2.9 白色・透明 灰 D 還元・良 内外面．ロクロナデ

7 S-93 多恵器 無台杯 13.4 (2.7) 白色 灰白 D 
還元・やや不

内外而・ロクロナデ
良

8 S-93 須恵器 無台杯 8.0 ¥ l. 2i 白色 灰 D 
還元・やや不 内外iliiロクロナデ
良 底部＇ヘラ切り

， S-93 多恵器 無台杯 6.7 (1. 6) 白色・褐色
底部外而灰茸

B 酸化・良
内外而・ロクロナデ

体部：灰黄 底部，ヘラ切り

10 S-93 須恵器 無台杯 12 S 6.7 3.3 白色 黄灰 A 遠元・不良
内外面．ロクロナデ

泌書「猿OJ
底部・ヘラ切り

11 S-93 士師器 無台碗 12.6 (:i.ll 白色・褐色・焦色 橙 酸化・良 内外面：ロクロナデ 体部調拉刺躍

12 S-93 士師器 態台碗 1.9 (1.1/ 白色・褐色 拭橙 酸化・良

13 s-93 :t師器 焦台碗 15 6 6.2 5.6 白色 黄撓 酸化・良
内ffii：ロクロナデ外面：ヘフミガキ

殴嘗「口」
底部ヘラ切り

I tl 
S-93 

須恵器 長類顧 8.8 (IR.、；) 白色， •黒色 灰 還元・良 内外面：ロクロナデ
包含層

15 S-93 須恵器 良顆川ii (3.5) 白色・透明 遠元・良 内外面：ロクロナデ

16 S-93 須恵器 甕 白色・透明 貨灰 還元・良 外面．平行叩き内而：阿心円

17 S-93 多恵器 甕 白色 灰 遭元・良 外ilii：平行叩き内而．同心円 焼成前に枝状の圧痕

18 S-93 須恵器 浅 31.0 (10.:1) 白色・透IJll 灰 還元・良
頸部・ロクロナデ体部外ifii：平行叩き

焼膨れが激しい
体部内而：同心円あて具

19 S-93 土師器 鍋 42 0 (1 3,2) 
白色・褐色 外iIii1こぷい渇色

酸化・良
内外ilii：ロクロナデ外ilii：格子"''き

外面煤付珀
黒色 内面灰白 内而・同心円あて具

20 S-93 土師器 長賽 (2.Jl 
白色・透明

淡橙 酸9ヒ・良 内外面．ロクロナデ
-fj’針

26 S-145 土師器 胤 5 8 /~ I) 白色・透明
外而：晶掲

酸化・良 底部・糸きり 外ilii煤f.t杓
内而：灰茄褐

27 S-145 白磁 皿 12 0 5.8 3.6 黒色 灰白

28 S-145 須恵器 有台杯 8.2 ¥2,3) 白色・透明 灰 遠元・良 内外ilii ：ロクロ•J-デ底部：ヘラ切り

29 S-145 須恵器 長頸瓶 {5.51 白色・黒色 灰 還元・良 内外面・ロクロナデ

35 S-76 須忠器 熙七杯 12.0 (2.2) 白色 灰

＾ 
遼元・良 内外面：ロクロナデ

36 S-76 多恵器 照台杯 13 0 8.0 3 I 白色・透明 灰 A 遠元・良
内外面：ロクロナデ

底部：ヘラ切り

3; S-76 須恵；器 熙台杯 12.6 7 4 3.1 白色 灰 D 還元・不良
内外而：ロクロナデ

2区No.31と1司じ
底部：ヘラ切り

38 S-76 須恵器 照台杯 6 6 (1. 1) 白色 灰 A 
還冗・やや不 内外ilii．ロクロナデ
良 底部：ヘラ切り

39 S-76 -1；師船 甕
白色・透明

にぷい澄
酸化・やや不

外ilii：平和JPき
褐色 良

•10 S-76 土師器 長甕 90 ,•S.Sl 
白色・褐色

灰黄褐 酸化・良 外面煤付惰
屈色

IヽI S-75 須恵器 照台杯 13 2 (:t.O) 白色 灰 D 選元・良 内外而；ロクロナデ

,12 S-106 須恵姻 1r台杯 13.0 (3. I) 白色 灰白 還元・良 内外涸ロクロナデ

、13 S-65 須．t（器 布台杯 10 2 5.8 51 白色・透明 灰 遠元・良
内外iltiロクロナデ

鉄分吹きtLIし
褐色・骨針 庇部：ヘラ切り

、14 S-65 土師船 長央 9.il し1,J1
白色・透明

にぷい貧橙 酸化・良
内外面：ロクロナデ

黒・褐色 底部．糸さり

、15 S-66 須恵器 イ・「台杯 12.5 <t.6) 白色・晶色 灰 遠元・良 内外而・ロクロナデ 鉄分吹きIllし

』16 S-158 須恵船 布古杯 13 0 (•l. 4 } 白色 灰 還元・良 内外面．ロクロナデ

91 7 S-158 須．恵船 煕台杯 11.1 7.0 2.91 白色 灰 D 還元・良
内外面・ロクロナデ
底部：ヘラ切り

•18 
S-158 

須恵器 無台杯 12 8 9.1 2 7 白色 灰 A 還元・良
内外面：ロクロナデ

包含屈 庇部：ヘラ切りーナデ

,19 S-158 須恵器 懇台杯 13.2 (2.6) 白色・透'IJll 灰 A 還元・良 内外面：ロクロナデ

50 S-158 須忠邸 熙台杯 13 4 8.0 2.8 白色• ,\II色 灰白 D ぶ元・不良
内外ilii：ロクロナデ
底部：ヘラ切り

51 S-158 須恵器 熊台杯 7.0 (2.0'• 白色． 灰臼 C 這元・不且
内外面：ロクロナデ

底部：ヘラ切りーナデ

52 S-158 須恵船 照台杯 7.6 t2.(J) n色・骨針 底郎・灰白
B 酸化・良

内外而：ロクロナデ
体部：にぶい橙 底部：ヘラ切りーナデ
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池
UIJ: 

種別 器憧
法:lit(cm) 胎上

焼成 調整等 伽苓
地点 口径 底径 器．；岱 含打物 色調 分類

53 5-158 須患；器 熙台杯 1:1 0 7.6 3,1 白色 灰 A 還元・良
内外面：ロクロナデ

凶じ「猿口J庇部．ヘラ切り

S-1 S-158 須恵器 熙台杯 13.0 7.6 :I.8 白色・廿針
体部：灰 l~I

B 酸化・良
内外而：ロクロナデ

湿術「£Jヵ胚部，浅黄橙 底郎：ヘラ切9)→ナデ

55 S-l!i8 多i恵器 熊台杯 13.2 8.3 91,2 n色・透明 底部：にぷい位
B 酸化・良

内外面：ロクロナデ
隕山「:t.)カ

体部：灰白 底部．ヘラ切り

56 S-158 須恵器 照台杯 13 6 8.0 3.8 白色・渇色
底部．にぶいll'-

B 酸化・r↓ 内外11ii．ロクロナデ
摂笛「Jf<DJ

体部．灰白 底部ヘラ切り

57 $-158 須屯．＇器 照台杯 13.2 7.6 3.8 白色・11・針
体部～n緑．灰自

13 酸化・良
内外iIii：ロクロナデ

摂i!}•r口J
庇部・褐灰 底部ヘラ切り

58 
S-158 

須．屯器 態台杯 7.5 (1.2) 白色・1'1・針
底部外ii,I91褐灰

Lぅ 酸化・良
内外（ffi：ロクロナデ

限野r[Il」:JJ
包含府 ｛本部：リ 底部；ヘラ切り

59 S-158 須恵器 照台杯 8.0 (2.、1¥ 白色 灰 A 
遠Jじ・ややイ< 内外面：ロクロナデ
良 し臼部：ヘラ切り

60 S-158 上師器 照台碗 5.6 1.6 白色 橙
酸化・やや不
良

61 S-158 ヒ師器 小究 10.9 8.6 5.6 
白色・褐色 内面：灰黄 酸化・やや不

内而：ロクロナデ 外面煤付軒
隕色 外而：にぶし、渇 良

62 S-157 須恵器 杯必 (l (），9 ;） (1.8) 白色・透19l 灰 還元・良 内外面・ロクロナデ

63 S-157 須恵際 杯森 14.2 (2.2) 白色・透明 灰 還元・良 内外1/ii．ロクロナデ

64 S-157 須恵器 照台杯 12.2 7.2 3.4 白色・透,,i 灰 D 遠元・良
内外面・ロクロナデ
底部• ヘラ切り

65 S-157 須恵器 無台杯 7 5 (1.0) 白色・竹針 灰 D 遠元・良
内外ilii：ロクロナデ
底部ヘラ切りーナデ

66 S-l57 須恵器 照台杯 13.0 8.6 2.7 白色・透明 灰 A 還元・且
内外面：ロクロナデ

毘1t「口j
底部：ヘラ切りーナデ

67 S-157 土師器 無台碗 12.2 6.0 3.7 白色・渇色 橙 酸化・良
内外ilii：ロクロナデ
版部：糸きり

68 S-83 多恵器 布台杯 (I 4.9) (5.R) 白色 灰 還元・良 内外ilii：ロクロナデ

69 S-83 須．屯器 無台杯 &4 ¥ I ••I‘ 
白色・透明

灰白 C 遠元・不良
内外面：ロクロナデ

黒色 瓜部；ヘラ切り

70 s-101 須恵器 無台杯 13.2 90 3.5 白色 灰5 D 遠元・良
内外而：ロクロナデ
瓜部：ヘラ切り

71 S-107 須恵器 聾 白色 灰 遥元・良 外而：格子Iii]き

72 S-141 須恵器 杯涵 9 1 5. i) (1,9) 白色・昂色 灰 還元・良
内外面：ロクロナデ
天井部・ロクロケズリ

73 S-155 須．恵器 無台杯 7.8 (2.H) 白色
f本部：灰

J3 酸化・良
内外面：ロクロナデ

底部：にぷい黄燈 底部：ヘラ切り

74 S-87 須恵恐 視 白色 灰 還元・良
外而•平行叩き
内面：カキメ

75 S-15 須恵器 杯鉗 (J,J.6) (2.(｝） 白色・透l)II 灰 遠元・良
内外而：ロクロナデ
天井部．ロクロケズリ

76 S-88 匁恵器 現 白色 灰 還；；；．l'-!
外而：平わ叩き

外ilii弱酸化気味
内面．カキメ

77 S-81 須忠器 イ．i台杯 12.8 rn,1¥ 白色・透明 灰 還元・良 内外面．ロクロナデ

78 包含陪 須恵器 杯蘇 (1, I I 白色 灰 還元・良 内面：ロクロナデ

79 包含屈 須恵器 杯硲 (IJ.Y) 白色・黒色 灰白 還元・良
内外面：ロクロナデ
天井部・ヘラケズリ

80 包含層 須恵器 杯踏 l~.O (2.51 白色・！li色 灰白 遠元・良 内外ilii：ロクロナデ

81 包含層 須恵器 布台杯 7.8 し15) 白色 灰内 還元・良 内外i!ii．ロクロナデ

82 包含滋 須恵器 有台杯 7.2 (2. 1 ¥ 白色 灰白 還元・良
内外ilii：ロクロナデ
底部：ヘラ切り

83 包含屈 須恵器 布台杯 (9.4) (I f)） 白色 にぶい赤褐 酸化・良
内ilii．ロクロナデ
底部：ヘラ切り

8•1 廃土 紅i恵骰 有台杯 (2.ll 7.0 
白色・透明

沿灰 遠元・良
内即面：ロクロナデ

件針 底部：ヘラ切り

85 包含府 須恵器 熊台杯 12.2 7, 4 2.9 白色・透明 灰 A 還元・良
内外ilii：ロクロナデ
底部：ヘラ切り

86 包含庖 多忠器 無台杯 12.0 7.4 2.5 白色・透明 灰 A 遠元・良
内外ilii：ロクロナデ

鉄分吹きllIし
底部：ヘラ切り

87 包含肘 多（恵器 無台杯 1 2.91 12.:1) 白色 灰 A 還元・良 内外ilii：ロクロナデ 鉄分吹き出し

88 包含府 須恵器 無台杯 12.6 8,6 2.9 白色 灰

＾ 
遥元・良

内外面：ロクロナデ
庇部・ヘラ切り

89 廃七 須恵器 無台杯 12.1 7 4 34 白色 灰 A 還元・良
内外ffii：ロクロナデ
底部．ヘラ切り

90 S-156 須恵器 無台杯 12.8 7,9 2.7 
白色・褐色

灰 A 這元・良
内クト面：ロクロナデ

・fi・針 底部：ヘラ切り

91 S-156 須恵器 無台杯 6,7 (l.m 白色・介針 灰 A 還元・良
内外ilii：ロクロナデ
底部：ヘラ切りーナデ

92 a．含駐 須恵沿 照台杯 80 (2 0) 白色 灰白 D 
還元・やや不 内外1lii：ロクロナデ
良 応部；ヘラ切り

93 包含陪 須恵沿I 照台杯 7.8 ¥1.5¥ 白色 灰 D 遠元・良
内外面：ロクロナデ
底部：ヘラ切り未輝整

94 包含層 須恵器 無台杯 12 0 78 2.9 白色 黄灰 A 這元・且
内外面：ロクロナデ

墨密f禾J
底部：ヘラ切り
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N~ 出± 種別 器種
法最(cm) 胎土

焼成 鵡整等 湖考
地点 ロ径 底径 器而 含有物 色悶 分類

95 廃：I: 須恵器 無台杯 7.0 (z.（）) 白色・/,¥¥色 灰 D 還元・良
内外面：ロクロナデ

墨trr猿OJ
庇部：ヘラ切り

96 包含恥 上師器 無台碗 II 8 (3 5) 白色・褐色 灰白 酸化・良 内外mi：ロクロナデ骨針

97 包含府 士師器 熊台碗 11.2 6.2 38 自色・褐色 浅貨橙 酸化・不良
外面：ロクロナァ

庇部：糸切り

98 包含層 土師器 烹台碗 4.9 (1. 2) 白色． 橙 酸化・不良
内外而．ロクロナデ

底部．糸きり

99 包含桝 須恵器 長顕瓶 (IOA) 白色・11¥色 灰 還元・良 内外面•ロクロナデ

100 包含暦 須恵器 甕 白色 黄灰 還元・良 外面，平行叩き

IOI 包含層 須恵忍 甕 白色 浅黄祝 酸化・不良
外ffii：平行叩き
内ilii• 同心111あて具

102 包含陥 土師器 鍋 白色 灰 還元・良
外面：平行u11き
内面：同心円あて具

103 包含厠 土師器 鍋 (3 7) 白色・褐色 浅黄橙 酸化・不良
黒色

104 表採 須慰器 長頸版 白色・黒色 灰白 遠元・良 内外而：ロクロナデ

105 包．含屈 床洲 壷 60 (,l'.I) 白色・／A色 灰 還元・良
内外而；ロクロナデ

体部外ffii：クシガキ底部．糸きり

106 包含恩 珠洲 甕 白色・黒色 灰 還元・良 外面．平行I9限さ

107 包含図 珠洲 従 白色・椛 灰 還元・良 外面•平行叩き

108 包含陥 珠洲 甕 白色 灰 還；；； • 良 外面．平行IIIIき

109 包含/jiJ 珠洲 片口鉢 26.0 (4-4) 白色透明 灰 還元・良
内外iiii• ロクロナデ
内面・オロシメ

110 包含層 珠汎l 片n鈷 21.8 (4.S) 白色・品色 灰
還9じ・やや不 内外ilii：ロクロナデ
良 内iiii．オロシメ

Ill 包含層 肥前 Jill 11.0 (2.1) 白色
胎土＇にぷい褐

酸化・良 外面：ロクロナデ
釉：灰

報告 法蘊(cm)

番号
出士地点 器種 木取り 製作痕等の所凡 備考

長さ 幅 序さ

S-93 
2l 暉灰色土 板状木製品 32,7 17,6 5.3 芯去り 分割材、上下切り落とし

S-93 
22 岬灰色土

作状木製品 61.9 10.2 5 3 芯去り 分割材、上下切り浴とし

S-93 
23 ＇酎灰色士

樟状木製品 59 3 68 6.0 芯去り 分割材、上下切り落とし

S-93 
2 暗灰色土

板状木製品 74.I 12.1 7 I 芯去り 分渕材、下部切り喀とし

S-93 
25 暗灰色上板状木製品 87.7 25.8 48 芯去り 分割材、下部切り沼とし

30 s-145 
下暦

板状木製品 19.9 10.5 1.8 征日 加工痕あり、下部・右0III欠り1

31 s-145 
下屈

板状木製品 19.9 10.5 1.7 征目 加工痕あり、下部・左側火損

32 s-1415 
-Fl/il 

板状木製品 48 6 8.8 1.9 証月 加工痕あり、上下欠捐

33 S-115 
下屈

摘み状木製品 19.0 3.6 3.8 柾 Ei 左右中央に摘み状の窪みを作る

34 S-115 
下恩

円盤状木製品 27 6 31 6 2 8 柑：日 加工痕あり、裏面炭化

雑佑・ 法址(cm・g)

番号
出土地点 種別 傭考

艮さ 幅 厚さ 直Jit

112 x-12-12 鎌 7 9 26 0.3 17 0 

113 ,.,-12-12 用途不明 11.6 l 3 0.5 28.0 

11ヽIw-13-4 鉄滓 5 3 38 3.0 、12.0
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図 版

凡 例

1. ここには、遺跡全体及び遺構・追物に関する実

測図と写真を収める。図面囮版と写真図版に区分

されるが、図版は通し番号となっている。

2. 図面圏版には、方位と縮尺を付した。方位は全

て真北である。

3. 写真図版に示した方位は、対象物に向かった方

向を大まかに示したものである。
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坂田遺跡の位置と周辺の地形
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SE93遺構外
A 青灰色粘土 ：
しまりあり．粘性強い．
B 冑灰色砂質土：
しまりあり．粘性強い．
C 冑灰色粘土：
しまりあり．粘性強い．
D 黒掲色粘土 ：
しまりあり．粘性強い．
E 緑灰色砂 ：
しまり非常に強い．粘性なし．
F オリープ灰色粘土：
しまり非常に強い．粘性強い。

G オリープ灰色粘土：
自然木包含土層．腐植物多い．
しまり非常に強い．粘性強い。

SE93 
1 焦色粘土：しまりあり．粘性強い．
褐灰色粘土が混ざる。
2 黒色粘土 ：しまりあり．粘性強い．腐植物多い．
褐灰色粘土が混ざる．
3 オリープ黒色粘土：ソフト．粘性強い．貼植物多い．
黒褐色粘土が混ざる．
4 オリープ黒色粘土：ソフト．粘性強い．腐植物多い．
暗白灰色粘土ヽIヽプロックを含む．
5 緑灰色砂質土 ：しまりあり．粘性あり．

5•木炭粒を少量含む．黒褐色粘土が混ざる．

。
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SE59 
1 褐灰色粘土 ：しまりあり．枯性弱い．
木炭粒を極少鼠含む。褐灰色粘土を少fil含む．
2 暗灰色粘土：しまりあり．粘性強い．
木炭粒を極少量含む．灰色粘土小プロックを少量含む．
3 暗灰色粘土：しまりあり。粘性強い．
灰色粘土,Jヽプロックを多景含む．
4 暗灰色砂質土：しまりあり。帖性強い。木炭粒を少鼠含む．
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SK76 
l 黒色粘土：しまりあり．粘性強い． 5一木炭を少量含む．
2 黒褐色粘土 ：しまりあり．粘性強い。 5晒木炭を少盪含む．
3 暗緑灰色粘土：しまりあり．粘性あり．ゃや砂質．
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SP66 
1 暗赤灰色粘土：
しまりあり．粘性弱い。
木炭粒を極少量含む．
2 暗灰色砂門土 ：
しまりあり．粘性弱い．

23.70m 

. A' 

SE145 
1 黒色粘土 ：
ソフト。粘性非常に強い。
邸植物を多く含む．
2 黒褐色粘土：
ソフト。粘性非常に強い。
3 黒色粘土 ：
ソフト．粘性非常に強い。
緑灰色粘土を多く含む．
4 黒色粘土 ：
ソフに粘性非常に強い。
緑灰色粘土を多く含む．
5 黒色粘土：
ソフト。粘性強い．
屈植物を多く含む．

゜

S065 
1 9音赤灰色粘土．
しまりあり．粘性弱い．
木炭粒を極少g含む．
2 灰色砂質土：
しまりあり．粘性弱い．
3 I行赤灰色粘土：
しまりあり．粘性強い．
4 褐灰色粘土：
しまりあり．粘性強い．

(1 : 40) 

SP67 

1 黒褐色粘土：
ソフ ト．粘性強い．
2 陪灰色砂質粘土：
ややソフト。粘性強い．
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SD85A 
1 黒褐色粘土 ：
しまりあり．粘性弱い．
2 褐灰色粘土 ：
しまりあり．粘性強い．
3 暗緑灰色粘土 ：
しまりあり．粘性弥い。やや砂質．

S085B 
1 黒褐色粘土：
しまりあり．粘性弱い。
2 褐灰色粘土 ：
しまりあり。 粘性強い．
3 暗録灰色粘土：
しまりなし。 粘性強い。
やや砂質．

S099 • S0101 • 8D103 • S0160 

A
 

一B

S085C・SD157 
1 灰色粘土：しまりあり．粘性強い．
木炭粒を含む．
2 褐灰色粘土：しまりあり．粘性強い．

23.BOm やや砂質．暗オリープ灰色粘土が混ざる．
- 3 灰色粘土：しまりあり．粘性あり．
B' 4 黒褐色粘土：しまりあり．粘性あり．（SD85)
5 黒褐色粘土：しまりあり．粘性強い．（SD85)

A 

｀ SP108 

S0157 
／
 ／
 

I
I
I

I

 ,.
 

，，，，／ 

6 黒色粘土：しまりあり。粘性強い．
灰色粘土小プロックを少量含む．
（基本眉序第lllb層）
7 オリープ黒色粘土：ソフト。粘性強い。
3 mm木炭粒を少量含む．緑灰色粘土
小プロックを極少量含む．（SD157)

SD107 • SD137 • SP108 • SP109 

R
 

31 

S0107A・S0137A ・SP108 
1 黒褐色粘土：ソフに粘性強い．
($0107) 
2 焦褐色粘土：しまりあり．粘性強い．

I'/ (SPI08柱痕）
3 黒褐色粘土：しまりあり．粘性強い．
緑灰色粘土小プロックを少黛含む．

SD137 (SPl蝉固）
4 オリープ黒色粘土：しまりあり．
粘性強い．やや砂質．（$0137)

3 

B' B 

SD99 

四 m _
A' B 

23.70m 23.70m 23.70m 
B'C  C' D雰 e,;,D' B  

SD103 $D160 S0101 

S071 

23.00m 
A 

ら

............. 
SP109 S0107 S0137 

SD107B・SD137B・SP109 
1 黒褐色粘土：
ソフト。粘性強い．
木炭粒を極少量含む。(SDI07)
2 黒褐色粘土；
しまりあり．粘性強い．（SPI09)
3 オリープ黒色粘土：
しまりあり．粘性強い．（SP109)
4 オリープ黒色粘土：
しまりあり．粘性強い．
オリープ灰色粘土小プロックを
少量含む．（S0137)

_c 

24.00m 
C' 

S0107 
S0107C 
1 黒褐色粘土：ソフに粘性強い．（SD107)

S071 (l : 40) 2m 

SD71 
1 黄灰色粘土 ：しまりあり． 粘性強い．
緑灰色粘土小プロックを少量含む．

゜
(1 : 60) 3m 

遺構個別図5
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S0139 • S0141 • S0144 

一

4゚
 

/ 1¥  

:＼¥ィ
¥ I 

¥ ¥SD139I ¥ 
¥ ・, I I 

¥ ¥ I I 

¥ ¥ I I “~ 

す

.23.90m 
C' 

S0139 ・ S0141 ・ S0144 
1 黒色粘土 ：しまりあり。帖性強い。
2 黄灰色粘土：しまり強い．粘性あり．
3 黒色粘土 ：ソフト。粘性強い．
オリープ粘土を少呈含む． （SDl44) 

4 灰色砂：しまりなし。 粘性あり．
オリープ灰色粘土を少量含む． （SDl44) 

5 オリープ黒色粘土 ：しまり弱い．粘性あり。
黒色粘土が混ざる． （基本層序第mb層）
6 暗緑灰色粘土： ソフト．粘性弱い． （SD!39) 
・7 灰色砂質土 ：しまり強い．粘性あり． （SD141) 
8 黄灰色粘土：しまりあり。粘性強い。
木炭粒を極少量含む。 (SD14ll 
9 緑灰色粘土 ：ソフ ト．粘性あり．
黒褐色粘土が混ざる． （SDl41) 

S0150 • S0151 • S0152 • S0154 • S0155 
でィ

a
 
／ 

23.80m 
A' 

す

SP54 

23.90m 
す SD150・ SD151 
1 焦色粘土：しまりあり。粘性弥い． （基本層序第mb路）
2 黒色粘士：ソフ ト。粘性強い． 木炭粒を極少量含む。
オリープ灰色粘土を含む． （基本層序第mb層）
3 緑灰色砂 ：しまりあり。黒色土を含む． （S0150) 
lヽ オリープ黒色粘土：ソフト．粘性強い。
木炭粒を少量含む。 (SD151) 

SP15 

丁 U T

1 皇

SP54 
1 褐灰色粘土
しまり強い．粘性弱い．

2 黒褐色粘土 ：
しまり強い．粘性弱い．
（柱痕）

3 黒褐色粘土：
しまり強い．粘性弱い。
緑灰色ヽ Iヽプロックを
少量含む． （根固）

SP87 下。下
R 

SP87 
1 黒褐色粘土
しまりあり．粘性強い．（住痕）
黒褐色粘土 ：
しまりあり．粘性強い．（根固）
緑灰色粘土 ：
しまりあり．粘性強い．
黒褐色粘土が混ざる．（根固）

4 紐灰色粘土：
しまり強い．粘性強い．

2 

黒褐色粘土が混ざる．
（根固）

3 

5 黒褐色粘土：
しまり強い。粘性強い。
録灰色粘土小プロックを
多量含む． （根固）

了 ◎ 

SP88 

て◎

A' 

R
 

A' 

23.70m 
A' 一 〶

吝

_
B
 

SD105 

SP80 • SP81 

下□戸SP~ SP81 

ぶ‘

23.90m 
B' 

S0147 
1 黒色粘土：しまりあり．粘性強い． （基本層序第皿b屠）
2 灰色粘土：ややソフト．粘性強い． （SD147) 
3 黒色粘土：ソフト．粘性強い．木炭粒を含む．
オリープ黒色粘土が混ざる． （基本層序第filb厖）

A'Sぅ

゜
(1 : 40) 2m 

遺構個別図6
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遺構個別写真4
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出土遺物写真2
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出土遺物写真3
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ì:)r ．ヽ‘t、
103 

， 
バベ・:2'. ヽ すしみ＇
＂へ・^ } ).¥.::;:、呵ゞ．`；

をダ、炉紺＇ヽ しゞ
ゞ二竺‘‘ふ必—主—< 95 

さ 。4
・’‘y, ず迄・蕊．． ;t• 

;".. • .、•-` 

102 

105 

108 

110彎鳥•し109 

ーーーグ

<
>/̂ 

ì
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